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新年のあいさつ
New year’s greeting 2013

新
城
市
長

穂
積
亮
次

新
城
市
議
会
議
長

夏
目
勝
吾

新
年 

あ
け
ま
し
て 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
平
成
25
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
足
音
が
、
少
し
ず
つ
で
あ
り
ま
す
が
聞
こ
え
、
人
間
の
強
さ

や
人
と
人
の
つ
な
が
り
・
縁
の
大
切
さ
を
感
じ
、
ま
た
、
今
後
起
こ
り
う
る
東
海
・
東
南
海
・
南
海
ト
ラ

フ
の
三
連
動
地
震
に
対
す
る
備
え
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
年
末
に
は
解
散
総
選
挙
が
行
わ
れ
、
国
の
政
治
も
新
し
い
体
制
に
移
り
ま
し
た
が
、
投
開
票
に
お
い
て

は
師
走
の
多
忙
な
時
期
に
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り

て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
「
減
災
元
年
」
と
位
置
づ
け
た
昨
24
年
度
で
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
象
徴
と
も
い
う
べ
き
新
市
庁

舎
の
建
設
も
今
年
は
基
本
設
計
か
ら
実
施
設
計
の
段
階
へ
と
移
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ま
の
ご
意
見
に
耳
を
傾
け
、
将
来
の
世
代
に
し
っ
か
り
と
引
き
継
げ
る
も
の
と
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　
さ
ら
に
平
成
22
年
度
よ
り
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
日
々
検
討
し
て
ま
い
り
ま
し
た
数
々
の
課
題

が
、
本
年
度
い
よ
い
よ
具
体
的
な
形
と
な
っ
て
実
現
を
見
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
市
内
19
の
保
育
園
・
幼
稚
園
は
、
こ
の
４
月
１
日
よ
り
す
べ
て
「
こ
ど
も
園
」
と
し
て
一
体
化
さ
れ
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
３
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
に
つ
い
て
は
入
園
要
件
を
な
く
し
て
、
ど
な
た
で
も
就
学
前
の

教
育
・
保
育
が
保
障
さ
れ
ま
す
。
す
べ
て
の
年
齢
に
お
い
て
も
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
、
子
育
て
家

庭
を
地
域
全
体
で
支
え
る
態
勢
を
築
い
て
ま
い
り
ま
す
。

　
住
民
自
治
・
地
域
自
治
の
大
き
な
柱
と
な
る
「
自
治
基
本
条
例
」
「
地
域
自
治
区
制
度
」
に
つ
い
て

は
、
こ
こ
２
年
以
上
に
わ
た
っ
て
実
に
濃
密
な
議
論
を
多
く
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
重
ね
て
ま
い
り
ま
し

た
。
12
月
議
会
の
議
決
を
受
け
て
新
し
い
制
度
と
し
て
実
施
予
定
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
真
剣
な

検
討
プ
ロ
セ
ス
こ
そ
自
治
体
運
営
の
土
台
に
な
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
は
ま
た
三
遠
南
信
自
動
車
道
や
新
東
名
自
動
車
道
の
一
部
開
通
の
効
果
が
如
実
に
実
感
さ
れ
た
一

年
で
あ
り
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
２
年
後
に
迫
っ
た
新
東
名
愛
知
県
側
の
開
通
を
見
す
え
、
IC
周
辺
開
発
や

「
道
の
駅
」
整
備
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
の
飛
躍
を
期
す
年
と
し
て
新
年
に
臨
む
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
「
第
１
次
総
合
計
画
」
に
基
づ
く
本
市
の
将
来
像
「
市
民
が
つ
な
ぐ
　
山
の
湊
　
創
造
都

市
」
を
実
現
す
る
た
め
、
よ
り
一
層
専
心
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま
に
と
っ
て
本
年
が
幸
せ
に
満
ち
た
一
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
希
望
と
輝
き
に
満
ち
た
新
年
を
迎
え
、
お
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
中
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
議
会
活
動
に
精
励
で
き
ま
し
た
こ
と
を
議

員
一
同
心
か
ら
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
余
り
が
経
過
し
た
昨
年
は
、
被
災
地
の
復
興
、
地
域
の
再
生
と
い
う
大
き
な

課
題
に
向
け
て
日
本
中
が
一
体
と
な
り
、
多
く
の
支
援
・
多
岐
に
渡
る
活
動
が
行
わ
れ
、
改
め
て
人
と
人

と
の
絆
を
再
確
認
し
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
国
内
外
の
社
会
情
勢
は
不
安
定
で
あ
り
、
財
政
も
厳
し
い
状
況
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
市
議
会

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
将
来
展
望
を
見
据
え
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、
課
題
の
解
決
に
む
け
て
議
員
一
同
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
本
年
は
、
現
在
の
議
員
任
期
の

最
後
の
年
に
な
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
負
託
に
応
え
、
信
頼
さ
れ
る
開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し
て

議
会
活
動
に
ま
い
進
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
議
会
改
革
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
市
で
は
、
来
年

度
末
の
開
通
を
め
ざ
し
着
々
と
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
新
東
名
高
速
道
路
へ
の
対
応
な
ど
数
多
く

の
事
業
が
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
議
会
と
し
て
も
地
域
活
力
の
一
層
の
飛
躍
と
前
進
に
向
け
、
そ
の
一

翼
を
担
っ
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
本
年
も
市
民
の
皆
さ
ま
の
変
わ
ら
ぬ
議
会
へ
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
こ
の
一
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
幸
多
く
健
や
か
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈

り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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元気で
よい子に…
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　広報しんしろ「ほのか」を今年もよ
ろしくお願いします。
　新城中町区に伝わる「神楽」です。
獅子舞は、やはりおめでたいですね。

明けまして  おめでとうございます

◆ ◆ ◆ ◆ ◆◆ ◆ ◆ ◆ ◆今 月 の 人 口今 月 の 人 口
平成24年12月1日現在（前月比）

※転出の取り消しなどで、総人口前月比の合計と
　異動事由の集計が一致しない月もあります。
※住基法の改正により、８月１日現在から、外国人住民を
　含んだ人口と世帯数に変更しました。

総人口…50,359人
男………24,826人 （－33）
女………25,533人 （－46）

世帯数………………17,218

出生……21人
死亡……61人
転入……68人
転出…114人

夜 間 診 療 所
住宅

市民病院
夜間診療所

正面
玄関 身障者

駐車場

国道301号至豊川 至鳳来

新城区
検察庁

新城
簡易
裁判所噴水

板
内
案

診療日
毎日
診療科目
内科、小児科
診療受付時間
午後7時30分～午後10時30分
診療時間
午後8時～午後11時
診療場所
夜間診療所
新城市字北畑54番地1
（市民病院東側隣接地）
　 24 -1161TEL

駐車場は、市民病院駐車場をご利用ください。

電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、診療時間の変更または休診することがあります。

診療は医科・歯科ともに外来
のみです。

休日診療所は日曜日、国民の祝日、8月15日および年末年始（平成24年
12月30日～1月3日）に診療を行います。

特別養護
老人ホーム
麗楽荘

新城保健センター
新城休日診療所

いきいき
ライフの館

ケアハウス
和光ハイム

介護老人
保健施設
サマリヤの丘

至
牛
倉

至
上
平
井

至鳳来
消防防災
センター

新城東高校東郷西小

東新町
JR飯田線（至飯田）
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休 日 診 療 所

医科
午前9時30分～午後4時30分
※診療受付時間
　午前9時30分～11時30分、
　午後1時～4時
歯科
午前9時～正午
※担当歯科医師は新城歯科医師会
　のホームページ
　http://park.geocities.jp/
　　　　　 sinnsirosikaisikai/
　をご確認ください。
診療日
１月１日㈷、２日㈬、３日㈭、６日㈰、
13日㈰、14日㈷、20日㈰、27日㈰
診療場所
休日診療所
新城市矢部字上ノ川1番地8
　 23 -3665TEL

診療受付時間
【土曜日】午後５時～８時30分
【専門科】午後７時～10時30分
※ただし、赤字は午前９時30分～午後４時30分
電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、緊急医は変更することがあります。

QRコードを利用しますと携帯電話で
緊急医の情報をご覧になれます。

医療機関を利用されるときは、必ず「健康保険証・
各種受給者証・お薬手帳」をご持参ください。

緊 急 医

県救急医療情報システム
・県救急医療情報センター
　1年365日24時間最寄りの医療機関を案内しています。
　　 22-1133 　   http://www.qq.pref.aichi.jp/
・県小児救急電話相談
　毎日午後7時から11時まで小児の救急電話相談を
　行っています。
　　 ＃8000〔短縮電話番号〕 　　052-962 -9900

くすり・医療用品などに関する緊急の相談・質問など
に応じます。
・新城市薬剤師会　　090-5007-1200
・開設時間　午後9時～翌朝午前9時

くすり安心電話

TEL

TELTEL

TEL

hp
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皮フ科新栄クリニック（平井）
春日眼科（杉山）

今泉病院（栄町）

皮フ科新栄クリニック（平井）
春日眼科（杉山）

茶臼山厚生病院（富沢）

32-1515

24-6500

22-4100
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　広報しんしろ「ほのか」を今年もよ
ろしくお願いします。
　新城中町区に伝わる「神楽」です。
獅子舞は、やはりおめでたいですね。

明けまして  おめでとうございます

◆ ◆ ◆ ◆ ◆◆ ◆ ◆ ◆ ◆今 月 の 人 口今 月 の 人 口
平成24年12月1日現在（前月比）

※転出の取り消しなどで、総人口前月比の合計と
　異動事由の集計が一致しない月もあります。
※住基法の改正により、８月１日現在から、外国人住民を
　含んだ人口と世帯数に変更しました。

総人口…50,359人
男………24,826人 （－33）
女………25,533人 （－46）

世帯数………………17,218

出生……21人
死亡……61人
転入……68人
転出…114人

夜 間 診 療 所
住宅

市民病院
夜間診療所

正面
玄関 身障者

駐車場

国道301号至豊川 至鳳来

新城区
検察庁

新城
簡易
裁判所噴水

板
内
案

診療日
毎日
診療科目
内科、小児科
診療受付時間
午後7時30分～午後10時30分
診療時間
午後8時～午後11時
診療場所
夜間診療所
新城市字北畑54番地1
（市民病院東側隣接地）
　 24 -1161TEL

駐車場は、市民病院駐車場をご利用ください。

電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、診療時間の変更または休診することがあります。

診療は医科・歯科ともに外来
のみです。

休日診療所は日曜日、国民の祝日、8月15日および年末年始（平成24年
12月30日～1月3日）に診療を行います。

特別養護
老人ホーム
麗楽荘

新城保健センター
新城休日診療所

いきいき
ライフの館

ケアハウス
和光ハイム

介護老人
保健施設
サマリヤの丘
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至鳳来
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センター

新城東高校東郷西小

東新町
JR飯田線（至飯田）
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休 日 診 療 所

医科
午前9時30分～午後4時30分
※診療受付時間
　午前9時30分～11時30分、
　午後1時～4時
歯科
午前9時～正午
※担当歯科医師は新城歯科医師会
　のホームページ
　http://park.geocities.jp/
　　　　　 sinnsirosikaisikai/
　をご確認ください。
診療日
１月１日㈷、２日㈬、３日㈭、６日㈰、
13日㈰、14日㈷、20日㈰、27日㈰
診療場所
休日診療所
新城市矢部字上ノ川1番地8
　 23 -3665TEL

診療受付時間
【土曜日】午後５時～８時30分
【専門科】午後７時～10時30分
※ただし、赤字は午前９時30分～午後４時30分
電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、緊急医は変更することがあります。

QRコードを利用しますと携帯電話で
緊急医の情報をご覧になれます。

医療機関を利用されるときは、必ず「健康保険証・
各種受給者証・お薬手帳」をご持参ください。

緊 急 医

県救急医療情報システム
・県救急医療情報センター
　1年365日24時間最寄りの医療機関を案内しています。
　　 22-1133 　   http://www.qq.pref.aichi.jp/
・県小児救急電話相談
　毎日午後7時から11時まで小児の救急電話相談を
　行っています。
　　 ＃8000〔短縮電話番号〕 　　052-962 -9900

くすり・医療用品などに関する緊急の相談・質問など
に応じます。
・新城市薬剤師会　　090-5007-1200
・開設時間　午後9時～翌朝午前9時

くすり安心電話
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春日眼科（杉山）

今泉病院（栄町）

皮フ科新栄クリニック（平井）
春日眼科（杉山）

茶臼山厚生病院（富沢）
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NEWS SPOTニューススポット

市
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　

し
ん
し
ろ
（
市
民
病
院　

４
階
）

　
平
成
20
年
７
月
１
日
に
開
設
し
て

か
ら
４
年
４
カ
月
が
経
過
し
、
そ
の

間
多
く
の
方
々
に
利
用
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
広
い
市
域
の
在
宅
医
療

を
充
実
さ
せ
る
に
は
、
訪
問
看
護

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
所
の
適

切
な
配
置
、
看
護
職
員
の
確
保
、
そ

し
て
関
係
機
関
と
の
連
携
の
充
実
な

ど
、
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
住
み
慣
れ
た
所
で
療
養

で
き
る
安
心
を
お
届
け
で
き
る
よ

う
、
体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

　
防
災
行
政
無
線
は
、
災
害
時
に
正

し
い
情
報
を
お
伝
え
す
る
た
め
に
整

備
さ
れ
た
も
の
で
、
各
世
帯
な
ど
に

約
１
万
６
千
台
の
戸
別
受
信
機
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
・
中
学

校
な
ど
の
避
難
施
設
を
中
心
に
、
戸

別
受
信
機
・
屋
外
拡
声
子
局
が
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
４
月
の
運
用
開
始
か

ら
、
防
災
安
全
課
に
は
戸
別
受
信
機

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
も
し
も
の
時
に
備
え
、
正
し
い
情

報
が
受
信
で
き
る
よ
う
ご
家
庭
の
戸

別
受
信
機
を
い
ま
一
度
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　
市
で
は
戸
別
受
信
機
を
無
償
で
貸

与
し
て
い
ま
す
。
転
入
な
ど
で
未
設

置
の
場
合
は
、
防
災
安
全
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
貸
与
の
対
象
は
次
の
通
り

で
す
。

　
市
内
に
居
住
し
、
病
気
や
障
が
い

の
あ
る
方
で
、
自
宅
で
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
希
望
さ
れ
る
全
て
の
方
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
。

①
希
望
者
は
主
治
医
や
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
に
相
談
し
、
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
へ
申
し
込
む
。

②
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
主

治
医
か
ら
訪
問
看
護
指
示
書
を
受

け
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
準
備
を
進
め

る
。

③
訪
問
看
護
師
か
ら
訪
問
看
護
サ
ー

ビ
ス
内
容
の
説
明
を
聞
き
、
納
得

が
い
っ
た
段
階
で
訪
問
看
護
サ
ー

ビ
ス
利
用
契
約
書
・
重
要
事
項
説

明
書
・
個
人
情
報
に
関
す
る
方
針

な
ど
の
手
続
き
を
行
う
。

④
訪
問
看
護
開
始
前
に
、
利
用
者
・

家
族
を
中
心
と
し
た
関
連
職
種
が

集
ま
り
「
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会

議
」
を
開
催
し
、
利
用
者
な
ど
の

希
望
確
認
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
調

整
を
図
る
。

⑤
訪
問
看
護
を
開
始
す
る
。

　
ご
本
人
・
ご
家
族
の
ご
希
望
に
合

わ
せ
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
か
か
り
つ
け
医
の
指
示
の
も
と
、

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
連
携
を
取
り

な
が
ら
訪
問
看
護
計
画
を
作
成
し
、

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
24
時
間
対
応
と
し
て
、
夜
間
・
休

日
で
も
連
絡
体
制
を
取
り
、
状
態
の

変
化
や
病
状
の
変
化
に
緊
急
対
応
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
、
利
用
を
お
考
え
の
ご
本

人
・
ご
家
族
の
方
は
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

戸
別
受
信
機
Ｑ
＆
Ａ

　
今
回
は
、
皆
さ
ん
か
ら
よ
く
寄
せ

ら
れ
る
質
問
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま

す
。電

源
が
入
ら
な
い
。
電
池
を
交
換

し
て
も
す
ぐ
に
電
池
が
切
れ
て
し

ま
う
。

掃
除
な
ど
の
際
に
誤
っ
て
電
源
コ

ン
セ
ン
ト
を
抜
い
て
し
ま
い
、
そ

の
ま
ま
の
状
態
に
な
っ
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
電
源
コ
ン
セ

ン
ト
が
正
し
く
接
続
さ
れ
て
い
る

か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
戸
別
受

信
機
は
電
源
コ
ン
セ
ン
ト
で
作
動

し
て
お
り
、
停
電
時
に
は
乾
電
池

で
の
作
動
に
自
動
的
に
切
り
替
わ

り
ま
す
。

放
送
の
音
声
が
途
切
れ
て
し
ま
い
、

内
容
が
は
っ
き
り
聞
き
取
れ
な
い
。

ま
た
は
、
全
く
入
ら
な
い
。

無
線
電
波
の
受
信
状
態
に
問
題
が

あ
り
ま
す
。
屋
外
ア
ン
テ
ナ
の
取

り
付
け
位
置
の
調
整
が
必
要
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
防
災

安
全
課
へ
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
後
日
、
作
業
員
を
派

遣
し
対
応
し
ま
す
。

家
の
建
て
替
え
を
す
る
の
で
戸
別

受
信
機
の
ア
ン
テ
ナ
を
取
り
外
し

て
ほ
し
い
。

引
越
し
な
ど
、
住
所
移
動
の
伴
う

戸
別
受
信
機
の
移
設
に
つ
い
て
は

市
（
請
負
業
者
）
が
作
業
を
行
い

ま
す
。
建
て
替
え
な
ど
住
所
移
動

の
伴
わ
な
い
移
設
に
つ
い
て
は
、

市
で
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

の
で
、
電
気
店
な
ど
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機
の
設
置
は
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

TEL

防
災
安
全
課
　　
23
‐
7
6
6
0

問
本

TEL

23
‐
7
8
8
0

TEL

問
本

【
戸
別
受
信
機
設
置
の
対
象
】

◆
市
内
に
住
所
地
の
あ
る
世
帯

◆
市
内
に
法
人
登
録
の
あ
る
事
業
所

◆
応
急
計
画
ま
た
は
消
防
計
画
を
作

　
成
し
て
い
る
事
業
所

◆
学
校
、
官
公
庁
な
ど
の
公
共
施
設

※
２
世
帯
住
宅
な
ど
の
場
合
、
２
台

目
も
無
償
貸
与
の
対
象
と
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
防

災
安
全
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

QQQA

QQQAQQQA

平
成
25
年

成
人
式
の
ご
案
内

　
　
生
涯
学
習
課
　

　
　
　
23
‐
7
6
5
4

　
平
成
25
年
の
成
人
式
を
、
次

の
通
り
開
催
し
ま
す
。

　
記
念
行
事
で
は
、
思
い
出
の

ス
ラ
イ
ド
上
映
の
ほ
か
、
さ
く

ら
か
の
ん
、
北
剱
連
に
よ
る
躍

動
感
あ
ふ
れ
る
「
よ
さ
こ
い
」

を
披
露
し
ま
す
。

　
新
成
人
の
輝
か
し
い
門
出
で

す
。
皆
さ
ん
の
ご
出
席
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

１
月
13
日
㈰

午
後
１
時
30
分

※
午
後
０
時
45
分
受
け
付
け　

新
城
文
化
会
館

車
で
来
ら
れ
る
場
合
は
、
可

能
な
限
り
乗
り
合
わ
せ
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

時所他

※新城小学校は駐車場ではありません。

新城小学校

市役所体
育
館

文化会館

年度別月平均延べ利用者件数

誰
が
利
用
で
き
る
の
？

利
用
方
法
は
？

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
特
徴

在宅医療に関して、
心配ごとがありましたら
ご相談ください。

　訪問看護師がご自宅へ伺い、家庭で生活されてい
る方が安心して暮らしていただけるよう、保健・医
療福祉の分野の専門家と連携しながら、在宅ケアの
お手伝いをします。
○健康チェック
　血圧・体温・脈拍の測定、病状の観察を行います。
○医療器具の管理
　胃ろう・カテーテル類・吸引などのケアのお手伝いをします。
○リハビリ
　身の回りの動作訓練、体操を行います。
○薬の管理と指導
　きちんと薬が飲めているか確認と相談をします。
○身体の清潔
　清拭・足浴・入浴介助、口腔ケアなどを行います。
○床ずれの予防・手当て
　予防の助言とともに、手当てを行います。
○介護相談
　療養生活の相談、福祉サービスなどの活用を援助します。
○看取りの看護
　終末期の看護を援助します。

200
（件）

150

100

20年度

18件

111件

39件

141件

56件

156件

76件

159件

66件

170件

24年度
（９月末現在）

23年度22年度21年度

50

0

介護保険

医療保険

ほ
く  

ぎ  

れ
ん

訪問看護サービスの内容訪問看護サービスの内容
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す
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か
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も
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、
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を
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で
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取
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。
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。
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問
本

TEL

23
‐
7
8
8
0

TEL

問
本

【
戸
別
受
信
機
設
置
の
対
象
】

◆
市
内
に
住
所
地
の
あ
る
世
帯

◆
市
内
に
法
人
登
録
の
あ
る
事
業
所

◆
応
急
計
画
ま
た
は
消
防
計
画
を
作

　
成
し
て
い
る
事
業
所

◆
学
校
、
官
公
庁
な
ど
の
公
共
施
設

※
２
世
帯
住
宅
な
ど
の
場
合
、
２
台

目
も
無
償
貸
与
の
対
象
と
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
防

災
安
全
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

QQQA

QQQAQQQA

平
成
25
年

成
人
式
の
ご
案
内

　
　
生
涯
学
習
課
　

　
　
　
23
‐
7
6
5
4

　
平
成
25
年
の
成
人
式
を
、
次

の
通
り
開
催
し
ま
す
。

　
記
念
行
事
で
は
、
思
い
出
の

ス
ラ
イ
ド
上
映
の
ほ
か
、
さ
く

ら
か
の
ん
、
北
剱
連
に
よ
る
躍

動
感
あ
ふ
れ
る
「
よ
さ
こ
い
」

を
披
露
し
ま
す
。

　
新
成
人
の
輝
か
し
い
門
出
で

す
。
皆
さ
ん
の
ご
出
席
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

１
月
13
日
㈰

午
後
１
時
30
分

※
午
後
０
時
45
分
受
け
付
け　

新
城
文
化
会
館

車
で
来
ら
れ
る
場
合
は
、
可

能
な
限
り
乗
り
合
わ
せ
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

時所他

※新城小学校は駐車場ではありません。

新城小学校

市役所体
育
館

文化会館

年度別月平均延べ利用者件数

誰
が
利
用
で
き
る
の
？

利
用
方
法
は
？

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
特
徴

在宅医療に関して、
心配ごとがありましたら
ご相談ください。

　訪問看護師がご自宅へ伺い、家庭で生活されてい
る方が安心して暮らしていただけるよう、保健・医
療福祉の分野の専門家と連携しながら、在宅ケアの
お手伝いをします。
○健康チェック
　血圧・体温・脈拍の測定、病状の観察を行います。
○医療器具の管理
　胃ろう・カテーテル類・吸引などのケアのお手伝いをします。
○リハビリ
　身の回りの動作訓練、体操を行います。
○薬の管理と指導
　きちんと薬が飲めているか確認と相談をします。
○身体の清潔
　清拭・足浴・入浴介助、口腔ケアなどを行います。
○床ずれの予防・手当て
　予防の助言とともに、手当てを行います。
○介護相談
　療養生活の相談、福祉サービスなどの活用を援助します。
○看取りの看護
　終末期の看護を援助します。

200
（件）

150

100

20年度

18件

111件

39件

141件

56件

156件

76件

159件

66件

170件

24年度
（９月末現在）

23年度22年度21年度

50

0

介護保険

医療保険

ほ
く  

ぎ  

れ
ん

訪問看護サービスの内容訪問看護サービスの内容



ク
ラ
ブ
名

場
　
所

対
象
小
学
校

定
　
員

新
城
児
童
ク
ラ
ブ

中
央
児
童
ク
ラ
ブ

千
郷
児
童
ク
ラ
ブ

東
郷
西
児
童
ク
ラ
ブ

東
郷
東
児
童
ク
ラ
ブ

舟
着
児
童
ク
ラ
ブ

八
名
児
童
ク
ラ
ブ

庭
野
児
童
ク
ラ
ブ

鳳
来
中
部
児
童
ク
ラ
ブ

東
陽
児
童
ク
ラ
ブ

作
手
児
童
ク
ラ
ブ

新
城
小
学
校
内

中
央
こ
ど
も
園
内

千
郷
東
こ
ど
も
園
内

ち
さ
と
館
内

千
郷
中
学
校
内

東
郷
西
小
学
校
内

東
郷
東
小
学
校
内

鳥
原
児
童
館
内

老
人
ホ
ー
ム
寿
楽
荘
内

庭
野
公
民
館
内

鳳
来
中
部
小
学
校
内

東
陽
小
学
校
内

作
手
こ
ど
も
園
内

千
郷
小
学
校

東
郷
西
小
学
校

東
郷
東
小
学
校

舟
着
小
学
校

八
名
小
学
校

庭
野
小
学
校

鳳
来
中
部
小
学
校

東
陽
小
学
校

作
手
小
学
校

北
校
舎
・
南
校
舎

新
城
小
学
校

各
25
人

45
人

25
人

15
人

10
人

10
人

10
人

20
人

各
25
人

20
人

　庁舎を建て替えることをご存知です
か？
　新城版こども園はいつから始まるか
ご存知ですか？
　地域自治区制度や自治基本条例とい
う言葉、お聞きになったことはありま
すか？
 
　言葉は知っているけど細かいことま
では・・・。
 
　そうですよね。
　市が行っている事業がよく分からな
い方は案外多いのです。だからこそ、
より多くの方に私たちが暮らす街のこ
とをお伝えしたいと思うのです。
 
　市が今行っていることが、未来の子
どもたちの財産になるよう一緒に考え
ましょう。
 夜、なかなか出かけられない方は、
この機会にお友だちと誘い合って、お
気軽にお出かけください。

　１月15日㈫
　午前10時～11時30分
　鳳来中央集会所
　託児有（無料、就学前のお子さん）
　1月10日㈭までに秘書広報課へお申
　し込みください。
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NEWS SPOTニューススポット

　
農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
を
、
平

成
25
年
１
月
１
日
現
在
で
作
成
し
ま

す
。
選
挙
権
の
あ
る
方
は
登
録
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
選
挙
人
名
簿
は
、
毎
年
申
請

　
が
必
要
で
す
。

　
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
は
、
農

家
基
本
台
帳
に
基
づ
い
て
、
次
の
資

格
要
件
に
該
当
し
た
世
帯
に
郵
送
し

ま
す
。

　
資
格
要
件
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
方
で
、
12
月
中
に
選
挙
人
名
簿
登

載
申
請
書
が
お
手
元
に
届
か
な
い
場

合
に
は
、
市
農
業
委
員
会
事
務
局
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
平
成
25
年
度
児
童
ク
ラ
ブ
の
加
入

申
込
受
付
を
行
い
ま
す
。
児
童
ク
ラ

ブ
の
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

下
校
後
〜
午
後
６
時
（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
、
休
校
日
を
除
く
）

※
春
･
夏
･
冬
休
み
の
期
間
中
は
、

午
前
８
時
〜
午
後
６
時

遊
び
や
自
主
学
習
を
中
心
と
し
た

放
課
後
の
生
活
の
場
を
提
供
し
ま

す
。

就
労
な
ど
に
よ
り
、
開
設
時
間
中

に
児
童
を
養
育
で
き
な
い
家
庭
の

１
〜
３
年
生

※
定
員
に
余
裕
が
あ
れ
ば
、
４
年
生

以
上
も
加
入
で
き
ま
す
。

保
護
者
負
担
金

月
額
５
，０
０
０
円

（
８
月
は
８
，０
０
０
円
）

長
期
休
み

春
休
み   

（
４
月
）
１
，５
０
０
円

夏
休
み   

（
７
月
）
２
，０
０
０
円

冬
休
み   　
　
　
　
１
，５
０
０
円

春
休
み   

（
３
月
）
１
，５
０
０
円

傷
害
保
険
料

年
額
６
０
０
円

申
込
書
の
配
布
お
よ
び
受
付
期
間

配
布
は
１
月
15
日
㈫
か
ら
、
受
付

期
間
は
１
月
28
日
㈪
か
ら
２
月
15

日
㈮
ま
で
で
す
。
こ
ど
も
未
来
課

お
よ
び
鳳
来
・
作
手
各
総
合
支
所

地
域
振
興
課
で
行
い
ま
す
。

※
夏
休
み
な
ど
長
期
休
み
だ
け
の
利

用
希
望
の
場
合
も
、
こ
の
期
間
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
受
け
付
け
に
は
、
家
庭
の
状
況
に

応
じ
て
証
明
書
な
ど
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。

提
出
期
限

　
１
月
10
日
㈭

提
出
方
法

申
請
書
に
同
封
の
返
信
用
封
筒
で

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
は
、

市
農
業
委
員
会
事
務
局
（
農
業
課

ま
た
は
鳳
来
・
作
手
各
総
合
支
所

地
域
整
備
課
）
へ
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

資
格
要
件

市
内
に
住
所
を
有
し
、
平
成
５
年

４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
で

①
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕

作
業
務
を
営
む
方

②
①
の
同
居
の
親
族
ま
た
は
そ
の
配

偶
者
で
あ
っ
て
、
年
間
60
日
以
上

耕
作
に
従
事
し
て
い
る
方

NEWS SPOT ニューススポット

農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
に
つ
い
て

児
童
ク
ラ
ブ
加
入
申
込
を
受
け
付
け
ま
す

市
農
業
委
員
会
事
務
局

問

TEL

農
業
課
　　
23
‐
7
6
3
3

本

TEL

地
域
整
備
課
　　
32
‐
1
9
8
4

鳳

TEL

地
域
整
備
課
　　
37
‐
2
2
8
9

作

TEL秘書広報課　　23‐7623問 本

問 本

時

所

他

「平日昼間の市政報告
と茶話会」を開きます

TEL

地
域
振
興
課
　
　　
32
‐
1
9
8
2

鳳

TEL

地
域
振
興
課
　
　
　
37
‐
2
2
7
9

作

TEL

TEL

こ
ど
も
未
来
課
　
　
23
‐
7
6
2
2

問
本

時内対￥￥

鳳
来
寺
山
初
詣

　
観
光
課

　
市
観
光
協
会
　
32
‐
0
0
2
2

　

年
末
年
始
は
鳳
来
寺
山
や
市

内
の
温
泉
へ
足
を
運
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

鳳
来
寺
除
夜
の
鐘
つ
き

平
成
24
年
12
月
31
日
㈪

午
後
11
時
ご
ろ

鳳
来
寺
鐘
楼

※
大
晦
日
の
鳳
来
寺
山
パ
ー
ク

ウ
ェ
イ
駐
車
場
は
午
後
11
時

か
ら
オ
ー
ル
ナ
イ
ト
営
業
を

行
い
ま
す
。

鳳
来
寺
山
初
詣

１
月
１
日
㈷　
午
前
０
時

鳳
来
寺
本
堂
・
鳳
来
山
東
照
宮

鳳
来
寺
田
楽

１
月
３
日
㈭　
午
前
10
時（
予
定
）

鳳
来
寺
本
堂
前
の
田
楽
堂

国
指
定
無
形
民
俗
文
化
財「
三

河
の
田
楽
」の
１
つ「
鳳
来
寺
田

楽
」の
28
演
目
を
ほ
ぼ
１
日
か

け
て
演
じ
ま
す
。

鳳
来
ゆ
〜
ゆ
〜
あ
り
い
な

元
日
特
別
営
業

１
月
１
日
㈷

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

１
月
２
日
㈬
か
ら
平
常
営
業

う
め
の
湯

１
月
２
日
㈬
か
ら
平
常
営
業

時時時時 所所所内

※
作
手
児
童
ク
ラ
ブ
の
場
所
は
、申
し
込
み
の
状
況
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
定
員
に
対
し
て
申
し
込
み
の
少
な
い
ク
ラ
ブ
は
、活
動
を
休
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
長
期
休
み
期
間
は
、
対
象
小
学
校
以
外
の
児
童
で
も
、
受
け
入
れ
可
能
な
ク
ラ
ブ
に
加

　
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

児
童
ク
ラ
ブ
一
覧



ク
ラ
ブ
名

場
　
所

対
象
小
学
校

定
　
員

新
城
児
童
ク
ラ
ブ

中
央
児
童
ク
ラ
ブ

千
郷
児
童
ク
ラ
ブ

東
郷
西
児
童
ク
ラ
ブ

東
郷
東
児
童
ク
ラ
ブ

舟
着
児
童
ク
ラ
ブ

八
名
児
童
ク
ラ
ブ

庭
野
児
童
ク
ラ
ブ

鳳
来
中
部
児
童
ク
ラ
ブ

東
陽
児
童
ク
ラ
ブ

作
手
児
童
ク
ラ
ブ

新
城
小
学
校
内

中
央
こ
ど
も
園
内

千
郷
東
こ
ど
も
園
内

ち
さ
と
館
内

千
郷
中
学
校
内

東
郷
西
小
学
校
内

東
郷
東
小
学
校
内

鳥
原
児
童
館
内

老
人
ホ
ー
ム
寿
楽
荘
内

庭
野
公
民
館
内

鳳
来
中
部
小
学
校
内

東
陽
小
学
校
内

作
手
こ
ど
も
園
内

千
郷
小
学
校

東
郷
西
小
学
校

東
郷
東
小
学
校

舟
着
小
学
校

八
名
小
学
校

庭
野
小
学
校

鳳
来
中
部
小
学
校

東
陽
小
学
校

作
手
小
学
校

北
校
舎
・
南
校
舎

新
城
小
学
校

各
25
人

45
人

25
人

15
人

10
人

10
人

10
人

20
人

各
25
人

20
人

　庁舎を建て替えることをご存知です
か？
　新城版こども園はいつから始まるか
ご存知ですか？
　地域自治区制度や自治基本条例とい
う言葉、お聞きになったことはありま
すか？
 
　言葉は知っているけど細かいことま
では・・・。
 
　そうですよね。
　市が行っている事業がよく分からな
い方は案外多いのです。だからこそ、
より多くの方に私たちが暮らす街のこ
とをお伝えしたいと思うのです。
 
　市が今行っていることが、未来の子
どもたちの財産になるよう一緒に考え
ましょう。
 夜、なかなか出かけられない方は、
この機会にお友だちと誘い合って、お
気軽にお出かけください。

　１月15日㈫
　午前10時～11時30分
　鳳来中央集会所
　託児有（無料、就学前のお子さん）
　1月10日㈭までに秘書広報課へお申
　し込みください。
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NEWS SPOTニューススポット

　
農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
を
、
平

成
25
年
１
月
１
日
現
在
で
作
成
し
ま

す
。
選
挙
権
の
あ
る
方
は
登
録
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
選
挙
人
名
簿
は
、
毎
年
申
請

　
が
必
要
で
す
。

　
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
は
、
農

家
基
本
台
帳
に
基
づ
い
て
、
次
の
資

格
要
件
に
該
当
し
た
世
帯
に
郵
送
し

ま
す
。

　
資
格
要
件
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
方
で
、
12
月
中
に
選
挙
人
名
簿
登

載
申
請
書
が
お
手
元
に
届
か
な
い
場

合
に
は
、
市
農
業
委
員
会
事
務
局
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
平
成
25
年
度
児
童
ク
ラ
ブ
の
加
入

申
込
受
付
を
行
い
ま
す
。
児
童
ク
ラ

ブ
の
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

下
校
後
〜
午
後
６
時
（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
、
休
校
日
を
除
く
）

※
春
･
夏
･
冬
休
み
の
期
間
中
は
、

午
前
８
時
〜
午
後
６
時

遊
び
や
自
主
学
習
を
中
心
と
し
た

放
課
後
の
生
活
の
場
を
提
供
し
ま

す
。

就
労
な
ど
に
よ
り
、
開
設
時
間
中

に
児
童
を
養
育
で
き
な
い
家
庭
の

１
〜
３
年
生

※
定
員
に
余
裕
が
あ
れ
ば
、
４
年
生

以
上
も
加
入
で
き
ま
す
。

保
護
者
負
担
金

月
額
５
，０
０
０
円

（
８
月
は
８
，０
０
０
円
）

長
期
休
み

春
休
み   

（
４
月
）
１
，５
０
０
円

夏
休
み   

（
７
月
）
２
，０
０
０
円

冬
休
み   　
　
　
　
１
，５
０
０
円

春
休
み   

（
３
月
）
１
，５
０
０
円

傷
害
保
険
料

年
額
６
０
０
円

申
込
書
の
配
布
お
よ
び
受
付
期
間

配
布
は
１
月
15
日
㈫
か
ら
、
受
付

期
間
は
１
月
28
日
㈪
か
ら
２
月
15

日
㈮
ま
で
で
す
。
こ
ど
も
未
来
課

お
よ
び
鳳
来
・
作
手
各
総
合
支
所

地
域
振
興
課
で
行
い
ま
す
。

※
夏
休
み
な
ど
長
期
休
み
だ
け
の
利

用
希
望
の
場
合
も
、
こ
の
期
間
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
受
け
付
け
に
は
、
家
庭
の
状
況
に

応
じ
て
証
明
書
な
ど
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。

提
出
期
限

　
１
月
10
日
㈭

提
出
方
法

申
請
書
に
同
封
の
返
信
用
封
筒
で

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
は
、

市
農
業
委
員
会
事
務
局
（
農
業
課

ま
た
は
鳳
来
・
作
手
各
総
合
支
所

地
域
整
備
課
）
へ
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

資
格
要
件

市
内
に
住
所
を
有
し
、
平
成
５
年

４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
で

①
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕

作
業
務
を
営
む
方

②
①
の
同
居
の
親
族
ま
た
は
そ
の
配

偶
者
で
あ
っ
て
、
年
間
60
日
以
上

耕
作
に
従
事
し
て
い
る
方

NEWS SPOT ニューススポット

農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
に
つ
い
て

児
童
ク
ラ
ブ
加
入
申
込
を
受
け
付
け
ま
す

市
農
業
委
員
会
事
務
局

問

TEL

農
業
課
　　
23
‐
7
6
3
3

本

TEL

地
域
整
備
課
　　
32
‐
1
9
8
4

鳳

TEL

地
域
整
備
課
　　
37
‐
2
2
8
9

作

TEL秘書広報課　　23‐7623問 本

問 本

時

所

他

「平日昼間の市政報告
と茶話会」を開きます

TEL

地
域
振
興
課
　
　　
32
‐
1
9
8
2

鳳

TEL

地
域
振
興
課
　
　
　
37
‐
2
2
7
9

作

TEL

TEL

こ
ど
も
未
来
課
　
　
23
‐
7
6
2
2

問
本

時内対￥￥

鳳
来
寺
山
初
詣

　
観
光
課

　
市
観
光
協
会
　
32
‐
0
0
2
2

　

年
末
年
始
は
鳳
来
寺
山
や
市

内
の
温
泉
へ
足
を
運
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

鳳
来
寺
除
夜
の
鐘
つ
き

平
成
24
年
12
月
31
日
㈪

午
後
11
時
ご
ろ

鳳
来
寺
鐘
楼

※
大
晦
日
の
鳳
来
寺
山
パ
ー
ク

ウ
ェ
イ
駐
車
場
は
午
後
11
時

か
ら
オ
ー
ル
ナ
イ
ト
営
業
を

行
い
ま
す
。

鳳
来
寺
山
初
詣

１
月
１
日
㈷　
午
前
０
時

鳳
来
寺
本
堂
・
鳳
来
山
東
照
宮

鳳
来
寺
田
楽

１
月
３
日
㈭　
午
前
10
時（
予
定
）

鳳
来
寺
本
堂
前
の
田
楽
堂

国
指
定
無
形
民
俗
文
化
財「
三

河
の
田
楽
」の
１
つ「
鳳
来
寺
田

楽
」の
28
演
目
を
ほ
ぼ
１
日
か

け
て
演
じ
ま
す
。

鳳
来
ゆ
〜
ゆ
〜
あ
り
い
な

元
日
特
別
営
業

１
月
１
日
㈷

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

１
月
２
日
㈬
か
ら
平
常
営
業

う
め
の
湯

１
月
２
日
㈬
か
ら
平
常
営
業

時時時時 所所所内

※
作
手
児
童
ク
ラ
ブ
の
場
所
は
、申
し
込
み
の
状
況
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
定
員
に
対
し
て
申
し
込
み
の
少
な
い
ク
ラ
ブ
は
、活
動
を
休
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
長
期
休
み
期
間
は
、
対
象
小
学
校
以
外
の
児
童
で
も
、
受
け
入
れ
可
能
な
ク
ラ
ブ
に
加

　
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

児
童
ク
ラ
ブ
一
覧
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※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

広
告

鈴木達也行政書士事務所　☎0536-22-4175　suzutatsu@tees.jp
ふれあい相続後見センター

遺言／相続／後見

飯田線新城駅前すぐ【見積り無料】【初回相談無料】

★会社・ＮＰＯ／補助金／入国管理／建設業／農地法／離婚／内容証明　ほか☆

★謹賀新年★
☆本年もよろしくお願いします！
★謹賀新年★
☆本年もよろしくお願いします！

広
告

催
し・行
事

em Eメール

時 日時・期間 所 場所・会場 集 集合場所

応 応募方法 〆 締め切り
持 持ち物

￥ 費用・会費
hp ホームページ

講 講師・指導 定 募集人員

他 そのほか
作手総合支所作 消防本部消鳳来総合支所鳳本庁本

対 対象・資格

申 申し込み先 問 問い合わせ

内 内容
省略文字の見方

お知らせ
Information

広
告

　
　
教
育
総
務
課

　
　
　
23
‐
7
6
5
1

　
市
で
は
、
小
・
中
学
生
の
お
子

さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
保
護
者

で
、
経
済
的
に
困
っ
て
い
る
方

に
、
給
食
費
や
学
用
品
費
な
ど
の

援
助
を
し
て
い
ま
す
。

※
現
在
援
助
を
受
け
て
い
る
方

で
、
引
き
続
き
援
助
を
希
望
す

る
方
も
、
改
め
て
申
請
が
必
要

で
す
。

援
助
を
受
け
ら
れ
る
方

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
教

育
委
員
会
が
認
め
た
方

①
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
保
護
の

停
止
ま
た
は
廃
止
さ
れ
た
方

②
市
税
条
例
に
基
づ
く
市
民
税
が

非
課
税
の
方
ま
た
は
減
免
を
受

け
て
い
る
方

③
県
税
条
例
に
基
づ
く
個
人
事
業

税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
方

④
市
税
条
例
に
基
づ
く
固
定
資
産

税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
方

⑤
国
民
年
金
法
に
基
づ
く
国
民
年

金
の
掛
け
金
の
減
免
を
受
け
て

い
る
方

⑥
国
民
健
康
保
険
税
条
例
に
基
づ

く
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
を

受
け
て
い
る
方

　
　
文
化
課

　
　
　
23
‐
7
6
5
5

　
郷
土
の
歴
史
を
一
緒
に
楽
し
く

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

１
月
12
日
㈯　

午
後
２
時

設
楽
原
歴
史
資
料
館

東
照
宮
に
関
す
る
話

鈴
木
孝
行
氏

３
０
０
円
（
資
料
代
）

　
　
文
化
課

　
　
　
23
‐
7
6
5
5

１
月
19
日
㈯

午
後
１
時

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル 

高
校
生
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

一
般　
　
　
　
　
　
５
０
０
円

高
校
生
以
下　
　
　
２
０
０
円

（
前
売
券
）

一
般　
　
　
　
　
　
３
０
０
円

高
校
生
以
下　
　
　
１
０
０
円

※
前
売
券
は
文
化
会
館
や
文
化
課

な
ど
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

時所￥ 内講

時所￥

す
ず 

き 

た
か 

ゆ
き

問
本

TEL

問
本

TEL

時所￥ 内 問
本

TEL

問
本

TEL再発見！

80

　
設
楽
原
歴
史
資
料
館
秋
の
特

別
展
に
出
品
し
た
展
示
品
の
一

つ
に
、
長
篠
合
戦
掛
軸
（
長
篠

城
籠
城
部
分
）
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
大
分
県
中
津
市
在
住

の
今
泉
孝
氏
所
有
の
も
の
で
、

奥
平
家
か
ら
拝
領
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　
奥
平
家
家
臣
今
泉
家
は
、
現

在
の
設
楽
町
田
峰
の
出
身
で

す
。
先
祖
内
記
重
俊
は
永
禄
十

二
年
（
一
五
六
九
）
、
信
昌
に

気
に
入
ら
れ
、
天
正
三
年
（
一

五
七
五
）
の
長
篠
城
籠
城
戦
で

は
、
首
を
銃
眼
か
ら
さ
し
出
し

て
、
武
田
方
の
金
掘
り
人
足
が

掘
っ
た
崖
下
の
穴
を
の
ぞ
い
た

瞬
間
狙
撃
さ
れ
て
壮
絶
な
戦
死

を
遂
げ
ま
し
た
。
享
年
二
十
二

歳
の
若
さ
で
し
た
。
内
記
の
遺

骸
の
か
げ
か
ら
の
ぞ
い
た
後
藤

助
左
衛
門
も
重
傷
を
負
い
ま
し

た
。
　
二
人
の
働
き
に
よ
っ
て
、
武

田
軍
が
侵
入
し
よ
う
と
す
る
場

所
が
分
か
り
、
長
篠
城
内
か
ら

も
穴
を
掘
っ
て
武
田
軍
を
撃
退

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
初
代
長
篠
城
址
史
跡
保
存
館

長
丸
山
彭
氏
は
、
今
泉
家
第
十

六
代
重
一
氏
と
懇
意
で
、
重
一

氏
の
印
象
を
「
腹
の
底
か
ら
声

の
出
る
落
ち
つ
い
た
古
武
士
」

の
よ
う
だ
っ
た
と
語
っ
て
い
ま

す
。
　
ま
た
、
明
治
維
新
前
後
の
今

泉
郡
司
家
に
は
、
文
久
二
年

（
一
八
六
二
）
福
沢
諭
吉
が
幕

府
の
遣
欧
使
節
団
の
一
員
と
し

て
欧
州
を
歴
訪
し
た
際
、
イ
ギ

リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
か
ら
の
書
簡

も
残
っ
て
い
て
、
諭
吉
は
郡
司

や
、
そ
の
同
僚
の
桑
名
豊
山
、

奥
平
壱
岐
に
洋
学
の
推
進
を
書

簡
で
説
い
て
い
ま
す
。
ち
な
み

に
、
郡
司
の
妻
に
は
、
福
沢
諭

吉
の
妻
「
き
ん
」
の
姉
「
た

う
」
が
嫁
い
で
い
ま
す
。

　
設
楽
原
歴
史
資
料
館
で
は
、

秋
の
特
別
展
「
奥
平
―
長
篠
か

ら
中
津
へ
―
」
の
ポ
ス
タ
ー
、

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
今
泉
様
所
有

の
長
篠
合
戦
掛
軸
を
使
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

わ
が
ま
ち
の
文
化
財
・
施
設
紹
介

一
本
の
掛
軸

文
化
課
　
　
23
‐
7
6
5
5

問
本

TEL

郷
土
研
究
会
月
例
会

第
３
回
高
校
生
の
祭
典
in
新
城

　
　
学
校
教
育
課

　
　
　
23
‐
7
6
5
2

　
市
内
の
小
・
中
学
生
、
高
校
生

の
皆
さ
ん
が
、
自
分
、
友
達
、
出

会
い
、
夢
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
歴

史
、
文
化
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
日

ご
ろ
の
思
い
を
熱
く
語
り
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１
月
12
日
㈯

午
前
９
時
10
分
〜
正
午

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

無
料

聞
い
て
く
だ
さ
い
私
の
話

　
　
地
域
振
興
課

　
　
　
32
‐
0
5
1
3

　
観
来
館
１
月
の
展
示
は
、
平
成
24

年
度
の
木
工
教
室
・
陶
芸
教
室
の
受
講

生
が
創
意
工
夫
し
、
心
を
込
め
て
作
り

上
げ
た
作
品
で
す
。
半
年
間
受
講
し
た

成
果
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１
月
４
日
㈮
〜
30
日
㈬

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
４
日
は
正
午
か
ら
展
示

観
来
館
（
鳳
来
寺
山　
表
参
道

入
口
）

休
館
日
は
平
成
24
年
12
月
29
日

㈯
〜
１
月
３
日
㈭
お
よ
び
月
・
火

曜
日（
祝
日
の
場
合
は
次
の
平
日
）

　　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　
　
35
‐
1
0
0
1

　
　
35
‐
5
0
1
2

　hri-hakubutukan1@

　city.shinshiro.lg.jp

「
野
鳥
を
観
察
し
て

巣
箱
を
つ
く
ろ
う
」

１
月
13
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

鳳
来
寺
山
麓

み
に
こ
ん
か
ん

問
鳳

TEL

時所他

博
物
館

博
物
館
学
術
委
員（
動
物
分
野
）

50
人

大
人　
　
　
　
　
　
５
０
０
円

小
・
中
学
生　
　
　
３
０
０
円

筆
記
具
、
弁
当
、
飲
み
物
、
持
っ

て
い
る
方
は
双
眼
鏡
、
大
工
道
具

※
野
外
観
察
が
で
き
る
服
装
（
防

寒
）
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
長
寿
課
　
　
　
23
‐
7
6
8
8

　
　
地
域
振
興
課
　
32
‐
1
9
8
2

　
　
地
域
振
興
課
　
37
‐
2
2
7
9

　
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
保
管

し
て
い
る
方
で
、
緊
急
連
絡
先
や

か
か
り
つ
け
医
、
飲
ん
で
い
る
薬

な
ど
に
変
更
が
あ
っ
た
方
は
、

キ
ッ
ト
容
器
の
中
の
情
報
用
紙
の

修
正
を
お
願
い
し
ま
す
。
市
へ
の

届
け
は
不
要
で
す
。

　
緊
急
時
の
大
切
な
情
報
で
す
。

内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
時
は
、
常

に
書
き
変
え
て
い
た
だ
く
と
安
心

で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
キ
ッ
ト
を
ご
希
望

の
方
は
、
長
寿
課
ま
た
は
鳳
来
・

作
手
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

時所

定￥ 集講持

問
TELFAX 自

然
を
た
の
し
く
学
ぶ
野
外
学
習
会

募
集

⑦
児
童
扶
養
手
当
法
に
基
づ
く
児

童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て

い
る
方

⑧
世
帯
厚
生
貸
付
補
助
金
に
よ
る

貸
し
付
け
を
受
け
て
い
る
方

⑨
そ
の
ほ
か
、
①
〜
⑧
以
外
の
方

で
教
育
委
員
会
が
必
要
と
認
め

た
方

受
付
期
間

１
月
７
日
㈪
〜
31
日
㈭

提
出
書
類

申
請
書
と
と
も
に
、
①
〜
⑧
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
が

分
か
る
書
類
を
添
え
て
教
育
総

務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
教
育
総
務
課
で
配
布

を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

そ
の
ほ
か

就
学
援
助
費
の
申
請
を

受
け
付
け
ま
す

平
成
25
年
度
分

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

木
工
・
陶
芸
教
室
受
講
生
作
品
展

em

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の

内
容
確
認
を

問
本鳳作

TELTELTEL

な
い  

き    

し
げ  

と
し

か
な  

ほ

ほ
う

じ
ゅ
う
い
ち

く
わ  

な  

ほ
う 

ざ
ん

い  

き

ぐ
ん  

じ



（コメダ珈琲 隣）
新城市片山 バイパス沿い

2013.1広報しんしろ 102013.1広報しんしろ11
※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

広
告

鈴木達也行政書士事務所　☎0536-22-4175　suzutatsu@tees.jp
ふれあい相続後見センター

遺言／相続／後見

飯田線新城駅前すぐ【見積り無料】【初回相談無料】

★会社・ＮＰＯ／補助金／入国管理／建設業／農地法／離婚／内容証明　ほか☆

★謹賀新年★
☆本年もよろしくお願いします！
★謹賀新年★
☆本年もよろしくお願いします！

広
告

催
し・行
事

em Eメール

時 日時・期間 所 場所・会場 集 集合場所

応 応募方法 〆 締め切り
持 持ち物

￥ 費用・会費
hp ホームページ

講 講師・指導 定 募集人員

他 そのほか
作手総合支所作 消防本部消鳳来総合支所鳳本庁本

対 対象・資格

申 申し込み先 問 問い合わせ

内 内容
省略文字の見方

お知らせ
Information

広
告

　
　
教
育
総
務
課

　
　
　
23
‐
7
6
5
1

　
市
で
は
、
小
・
中
学
生
の
お
子

さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
保
護
者

で
、
経
済
的
に
困
っ
て
い
る
方

に
、
給
食
費
や
学
用
品
費
な
ど
の

援
助
を
し
て
い
ま
す
。

※
現
在
援
助
を
受
け
て
い
る
方

で
、
引
き
続
き
援
助
を
希
望
す

る
方
も
、
改
め
て
申
請
が
必
要

で
す
。

援
助
を
受
け
ら
れ
る
方

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
教

育
委
員
会
が
認
め
た
方

①
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
保
護
の

停
止
ま
た
は
廃
止
さ
れ
た
方

②
市
税
条
例
に
基
づ
く
市
民
税
が

非
課
税
の
方
ま
た
は
減
免
を
受

け
て
い
る
方

③
県
税
条
例
に
基
づ
く
個
人
事
業

税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
方

④
市
税
条
例
に
基
づ
く
固
定
資
産

税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
方

⑤
国
民
年
金
法
に
基
づ
く
国
民
年

金
の
掛
け
金
の
減
免
を
受
け
て

い
る
方

⑥
国
民
健
康
保
険
税
条
例
に
基
づ

く
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
を

受
け
て
い
る
方

　
　
文
化
課

　
　
　
23
‐
7
6
5
5

　
郷
土
の
歴
史
を
一
緒
に
楽
し
く

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

１
月
12
日
㈯　

午
後
２
時

設
楽
原
歴
史
資
料
館

東
照
宮
に
関
す
る
話

鈴
木
孝
行
氏

３
０
０
円
（
資
料
代
）

　
　
文
化
課

　
　
　
23
‐
7
6
5
5

１
月
19
日
㈯

午
後
１
時

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル 

高
校
生
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

一
般　
　
　
　
　
　
５
０
０
円

高
校
生
以
下　
　
　
２
０
０
円

（
前
売
券
）

一
般　
　
　
　
　
　
３
０
０
円

高
校
生
以
下　
　
　
１
０
０
円

※
前
売
券
は
文
化
会
館
や
文
化
課

な
ど
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

時所￥ 内講

時所￥

す
ず 

き 

た
か 

ゆ
き

問
本

TEL

問
本

TEL

時所￥ 内 問
本

TEL

問
本

TEL再発見！

80

　
設
楽
原
歴
史
資
料
館
秋
の
特

別
展
に
出
品
し
た
展
示
品
の
一

つ
に
、
長
篠
合
戦
掛
軸
（
長
篠

城
籠
城
部
分
）
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
大
分
県
中
津
市
在
住

の
今
泉
孝
氏
所
有
の
も
の
で
、

奥
平
家
か
ら
拝
領
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　
奥
平
家
家
臣
今
泉
家
は
、
現

在
の
設
楽
町
田
峰
の
出
身
で

す
。
先
祖
内
記
重
俊
は
永
禄
十

二
年
（
一
五
六
九
）
、
信
昌
に

気
に
入
ら
れ
、
天
正
三
年
（
一

五
七
五
）
の
長
篠
城
籠
城
戦
で

は
、
首
を
銃
眼
か
ら
さ
し
出
し

て
、
武
田
方
の
金
掘
り
人
足
が

掘
っ
た
崖
下
の
穴
を
の
ぞ
い
た

瞬
間
狙
撃
さ
れ
て
壮
絶
な
戦
死

を
遂
げ
ま
し
た
。
享
年
二
十
二

歳
の
若
さ
で
し
た
。
内
記
の
遺

骸
の
か
げ
か
ら
の
ぞ
い
た
後
藤

助
左
衛
門
も
重
傷
を
負
い
ま
し

た
。
　
二
人
の
働
き
に
よ
っ
て
、
武

田
軍
が
侵
入
し
よ
う
と
す
る
場

所
が
分
か
り
、
長
篠
城
内
か
ら

も
穴
を
掘
っ
て
武
田
軍
を
撃
退

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
初
代
長
篠
城
址
史
跡
保
存
館

長
丸
山
彭
氏
は
、
今
泉
家
第
十

六
代
重
一
氏
と
懇
意
で
、
重
一

氏
の
印
象
を
「
腹
の
底
か
ら
声

の
出
る
落
ち
つ
い
た
古
武
士
」

の
よ
う
だ
っ
た
と
語
っ
て
い
ま

す
。
　
ま
た
、
明
治
維
新
前
後
の
今

泉
郡
司
家
に
は
、
文
久
二
年

（
一
八
六
二
）
福
沢
諭
吉
が
幕

府
の
遣
欧
使
節
団
の
一
員
と
し

て
欧
州
を
歴
訪
し
た
際
、
イ
ギ

リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
か
ら
の
書
簡

も
残
っ
て
い
て
、
諭
吉
は
郡
司

や
、
そ
の
同
僚
の
桑
名
豊
山
、

奥
平
壱
岐
に
洋
学
の
推
進
を
書

簡
で
説
い
て
い
ま
す
。
ち
な
み

に
、
郡
司
の
妻
に
は
、
福
沢
諭

吉
の
妻
「
き
ん
」
の
姉
「
た

う
」
が
嫁
い
で
い
ま
す
。

　
設
楽
原
歴
史
資
料
館
で
は
、

秋
の
特
別
展
「
奥
平
―
長
篠
か

ら
中
津
へ
―
」
の
ポ
ス
タ
ー
、

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
今
泉
様
所
有

の
長
篠
合
戦
掛
軸
を
使
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

わ
が
ま
ち
の
文
化
財
・
施
設
紹
介

一
本
の
掛
軸

文
化
課
　
　
23
‐
7
6
5
5

問
本

TEL

郷
土
研
究
会
月
例
会

第
３
回
高
校
生
の
祭
典
in
新
城

　
　
学
校
教
育
課

　
　
　
23
‐
7
6
5
2

　
市
内
の
小
・
中
学
生
、
高
校
生

の
皆
さ
ん
が
、
自
分
、
友
達
、
出

会
い
、
夢
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
歴

史
、
文
化
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
日

ご
ろ
の
思
い
を
熱
く
語
り
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１
月
12
日
㈯

午
前
９
時
10
分
〜
正
午

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

無
料

聞
い
て
く
だ
さ
い
私
の
話

　
　
地
域
振
興
課

　
　
　
32
‐
0
5
1
3

　
観
来
館
１
月
の
展
示
は
、
平
成
24

年
度
の
木
工
教
室
・
陶
芸
教
室
の
受
講

生
が
創
意
工
夫
し
、
心
を
込
め
て
作
り

上
げ
た
作
品
で
す
。
半
年
間
受
講
し
た

成
果
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１
月
４
日
㈮
〜
30
日
㈬

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
４
日
は
正
午
か
ら
展
示

観
来
館
（
鳳
来
寺
山　
表
参
道

入
口
）

休
館
日
は
平
成
24
年
12
月
29
日

㈯
〜
１
月
３
日
㈭
お
よ
び
月
・
火

曜
日（
祝
日
の
場
合
は
次
の
平
日
）

　　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　
　
35
‐
1
0
0
1

　
　
35
‐
5
0
1
2

　hri-hakubutukan1@

　city.shinshiro.lg.jp

「
野
鳥
を
観
察
し
て

巣
箱
を
つ
く
ろ
う
」

１
月
13
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

鳳
来
寺
山
麓

み
に
こ
ん
か
ん

問
鳳

TEL

時所他

博
物
館

博
物
館
学
術
委
員（
動
物
分
野
）

50
人

大
人　
　
　
　
　
　
５
０
０
円

小
・
中
学
生　
　
　
３
０
０
円

筆
記
具
、
弁
当
、
飲
み
物
、
持
っ

て
い
る
方
は
双
眼
鏡
、
大
工
道
具

※
野
外
観
察
が
で
き
る
服
装
（
防

寒
）
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
長
寿
課
　
　
　
23
‐
7
6
8
8

　
　
地
域
振
興
課
　
32
‐
1
9
8
2

　
　
地
域
振
興
課
　
37
‐
2
2
7
9

　
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
保
管

し
て
い
る
方
で
、
緊
急
連
絡
先
や

か
か
り
つ
け
医
、
飲
ん
で
い
る
薬

な
ど
に
変
更
が
あ
っ
た
方
は
、

キ
ッ
ト
容
器
の
中
の
情
報
用
紙
の

修
正
を
お
願
い
し
ま
す
。
市
へ
の

届
け
は
不
要
で
す
。

　
緊
急
時
の
大
切
な
情
報
で
す
。

内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
時
は
、
常

に
書
き
変
え
て
い
た
だ
く
と
安
心

で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
キ
ッ
ト
を
ご
希
望

の
方
は
、
長
寿
課
ま
た
は
鳳
来
・

作
手
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

時所

定￥ 集講持

問
TELFAX 自

然
を
た
の
し
く
学
ぶ
野
外
学
習
会

募
集

⑦
児
童
扶
養
手
当
法
に
基
づ
く
児

童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て

い
る
方

⑧
世
帯
厚
生
貸
付
補
助
金
に
よ
る

貸
し
付
け
を
受
け
て
い
る
方

⑨
そ
の
ほ
か
、
①
〜
⑧
以
外
の
方

で
教
育
委
員
会
が
必
要
と
認
め

た
方

受
付
期
間

１
月
７
日
㈪
〜
31
日
㈭

提
出
書
類

申
請
書
と
と
も
に
、
①
〜
⑧
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
が

分
か
る
書
類
を
添
え
て
教
育
総

務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
教
育
総
務
課
で
配
布

を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

そ
の
ほ
か

就
学
援
助
費
の
申
請
を

受
け
付
け
ま
す

平
成
25
年
度
分

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

木
工
・
陶
芸
教
室
受
講
生
作
品
展

em

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の

内
容
確
認
を

問
本鳳作

TELTELTEL

な
い  

き    

し
げ  

と
し

か
な  

ほ

ほ
う

じ
ゅ
う
い
ち

く
わ  

な  

ほ
う 

ざ
ん

い  

き

ぐ
ん  

じ



ルータ※ルータの貸し出しはありません。
ご自身で用意をしてください。
ただし、フェムトセル・サービスのみ
ご利用の場合や、モデムにルータ機能が
内蔵されている場合は不要です。

フェムトセル
（※）（ソフトバンク貸出品）

インターネット

　
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
モ
バ
イ
ル
窓
口

 　
　
0
8
0
0
‐
8
8
8
‐
7
7
7
7

　
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
新
城
店

　
　
24
‐
６
５
６
５

　
　
消
防
署
救
急
担
当

　
　
　
22
‐
1
1
1
9

　
近
年
、
全
国
的
に
救
急
車
の
出

場
件
数
が
増
加
し
、
救
急
車
を
要

請
し
た
約
半
数
は
、
入
院
の
必
要

が
な
い
軽
症
者
で
す
。

　
救
急
出
場
件
数
が
増
え
る
こ
と
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※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

　
　
情
報
シ
ス
テ
ム
課

　
　
　
23
‐
7
6
1
2

　
平
成
24
年
12
月
か
ら
市
内
で
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
モ
バ
イ
ル
㈱
に
よ
る

フ
ェ
ム
ト
セ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

　
フ
ェ
ム
ト
セ
ル
と
は
、
携
帯
電

話
用
宅
内
超
小
型
基
地
局
の
こ
と

で
、
専
用
の
端
末
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
線
に
接
続
す
る
こ
と
に

よ
り
、
今
ま
で
携
帯
電
話
の
電
波

が
微
弱
や
圏
外
で
あ
っ
た
電
波
状

況
を
改
善
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に

は
、
次
の
条
件
を
満
た
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。

①
設
置
し
た
い
場
所
に
お
い
て
携

帯
電
話
の
電
波
が
微
弱
や
圏
外

で
あ
る
こ
と

②
﹇
テ
ィ
ー
ズ
﹈
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
モ
バ

イ
ル
の
推
奨
す
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
線
を
利
用
し
て
い
る

こ
と

③
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
携
帯
電
話
の
利

用
者
で
あ
る
こ
と

　
申
込
方
法
や
不
明
な
点
に
つ
い

て
は
、
次
の
窓
口
へ
問
い
合
せ
て

く
だ
さ
い
。

hp

問
本

TEL

TEL

問
本

TEL

　
　
税
務
課

　
　
　
23
‐
7
6
1
5

　
　
　http://w

w
w
.eltax.jp/

　

e
L
T
A
X
（
エ
ル
タ
ッ
ク

ス
）
の
電
子
申
告
は
、
パ
ソ
コ
ン

な
ど
の
e
L
T
A
X
対
応
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
を
使
用
し
て
、
自
宅
や
オ

フ
ィ
ス
な
ど
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
経
由
で
申
告
手
続
き
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
電
子
申
告
の
メ
リ
ッ
ト

は
、
複
数
の
地
方
公
共
団
体
へ
申

告
書
な
ど
を
提
出
す
る
場
合
で

も
、
送
信
先
は
い
つ
で
も
同
じ
１

カ
所
の
窓
口
（
ポ
ー
タ
ル
セ
ン

タ
ー
）
と
な
る
こ
と
で
す
。

　
な
お
、
サ
ー
ビ
ス
は
無
料
で
ご

利
用
で
き
ま
す
。

利
用
で
き
る
地
方
税
の
申
告
・
届

出
な
ど

・
給
与
支
払
報
告
書
（
総
括
表
お

よ
び
個
人
別
明
細
書
） 

・
給
与
支
払
報
告
・
特
別
徴
収
に

係
る
給
与
所
得
者
異
動
届
出
な

ど
の
各
種
届
出 

・
法
人
市
民
税

・
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）

電
子
申
告
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

に
よ
り
、
救
急
車
が
不
在
と
な

り
、
遠
方
に
あ
る
別
の
救
急
車
が

出
場
す
る
た
め
、
現
場
へ
の
到
着

時
間
が
長
く
な
り
ま
す
。

◆
こ
ん
な
時
は
考
え
て
く
だ
さ
い

・
病
院
に
行
く
と
待
た
さ
れ
る

・
タ
ク
シ
ー
代
わ
り

・
救
急
車
は
タ
ダ
だ
か
ら

・
歯
が
痛
む
か
ら　
な
ど

◆
救
急
車
を
要
請
す
る
主
な
症
状

・
急
に
倒
れ
た
、
意
識
が
な
い

・
息
苦
し
い
、
呼
吸
が
な
い

・
激
し
い
頭
痛
、
胸
痛
、
腹
痛

・
交
通
事
故
に
よ
る
負
傷

・
け
い
れ
ん
が
続
く
と
き

・
広
い
範
囲
の
や
け
ど　
な
ど

 

一
分
一
秒
を
争
う
生
命
の
危
険
の

あ
る
方
へ
の
対
応
が
遅
れ
て
し
ま

わ
な
い
よ
う
、
救
急
車
の
適
正
利

用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

救
急
車
の
適
正
利
用
を
！

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
参
加
者
募
集

問
TEL

問

広
告

広
告

1日は特別営業 10:00～17:00

２日は10時～
甘酒サービス

（浴場のみ）最終受付16:00
※年末年始は12月29日～31日までお休みをいただきます。

新年1月1日より
営業します!

鳳来ゆ～ゆ～ありいな 〒441－1945　新城市能登瀬字壱輪23-1
☎（0536）32-2212　　ホームページﾞ　http://www.sanyurin.jp/yuyu

　過去1年間の出版本
から、20人の本読み
たちが、あらゆる分
野を対象に厳選した
150冊を紹介していま
す。選書にお困りの
際は参考にどうぞ。

　不器用なクマとお茶
目なネズミの、思わず
ほほ笑んでしまう、か
わいいお話です。前作
「おきゃく、おことわ
り」「おとまり、おこ
とわり」もぜひご利用
ください。

　明けましておめでとうございます。
今年も皆さんのご利用を心からお待ち
しています。
　新年は4日㈮から開館します。4日
のみ、午後5時で閉館します。

　1月からＮＨＫ大河ドラマ「八重の
桜」が始まります。原作のほか、新島
八重の伝記や八重にまつわる本を1年
間特集しますので、ご利用ください。

「ノンフィクションはこれを読め！」

［開館時間］
［連日開館］
［貸出冊数］
［貸出券作成］

［ファックス貸出］

午前９時～午後８時
休館日は月末１日のみ
一人８冊まで（15日間）
鳳来・作手各総合支所で
交付の申請可。
後日自宅に郵送。
ファックスで申し込めば、
一度に３冊まで各総合支所
へ届けます。

「おたんじょうび、おことわり？」絵本

おすすめ本の紹介

「八重の桜」を特集します

新城図書館のご案内

ボニー・ベッカー/ぶん
Ｋ・Ｍ・デントン/え　岩崎書店

なる  げ      まこと

成毛　眞 / 編著　中央公論新社

新城図書館だより
　新城図書館　 23 - 2333 　24 - 3415問 FAXTEL

問

TEL

　
防
災
安
全
課

　
新
城
警
察
署
　
22
‐
0
1
1
0

警
察
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
♯
９
１
１
０

　
１
１
０
番
は
、
緊
急
時
専
用
の

電
話
で
す
。
急
を
要
さ
な
い
要

望
・
相
談
・
苦
情
な
ど
に
つ
い
て

は
、
最
寄
り
の
警
察
署
や
警
察
相

談
専
用
電
話
（
♯
９
１
１
０
）
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

１
月
10
日
㈭
は「
１
１
０
番
の
日
」

　
高
齢
者
を
狙
っ
た
還
付
金
詐
欺

や
オ
レ
オ
レ
詐
欺
、
投
資
名
下
の

詐
欺
事
案
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
詐
欺
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

は
、
一
人
で
判
断
せ
ず
、
信
頼
で

き
る
方
に
相
談
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
　
新
城
設
楽
農
林
水
産
事
務
所

　
　
農
業
改
良
普
及
課

　
　
　
0
5
3
6
‐
62
‐
0
5
4
6

　
　
　
0
5
3
6
‐
62
‐
1
5
3
3

　
２
月
２
日
㈯

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時
30
分

青
年
の
家

絵
巻
き
寿
司
、
茶
巾
寿
司
な
ど

輝
き
ネ
ッ
ト
・
あ
い
ち
の
技
人

25
人
（
定
員
を
超
え
る
場
合
は
抽
選
）

１
，２
０
０
円

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

１
月
25
日
㈮

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用

具
、
参
加
費

と
こ
ろ
は
凍
結
し
て
し
ま
い
ま

す
。

２
．凍
結
を
防
ぐ
に
は

・
水
道
管
や
蛇
口
の
部
分
を
、
身

近
に
あ
る
ボ
ロ
布
や
毛
布
な
ど

で
ぬ
れ
な
い
よ
う
に
保
温
し
て

く
だ
さ
い
。

・
万
一
の
凍
結
を
考
え
て
、
ト
イ

レ
な
ど
に
使
用
す
る
た
め
に
、

お
風
呂
の
残
り
湯
を
取
り
置
く

こ
と
も
良
い
方
法
で
す
。

３
．水
道
管
が
凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　
自
然
に
解
け
る
の
を
待
つ
か
、

凍
っ
て
し
ま
っ
た
部
分
に
タ
オ
ル

な
ど
を
か
ぶ
せ
て
、
ゆ
っ
く
り
と

ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

※
急
に
熱
い
お
湯
を
か
け
る
と
、

水
道
管
が
破
裂
し
た
り
蛇
口
が

破
損
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
蛇
口
が
固
く
動
か
な
い
と
き

は
、
無
理
に
開
け
な
い
で
く
だ

さ
い
。

※
蛇
口
を
開
け
て
水
が
出
な
く
て

も
、
必
ず
蛇
口
を
閉
め
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

４
．水
道
管
が
破
裂
し
て
し
ま
っ

　

  

た
ら

　
止
水
栓
（
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

内
の
バ
ル
ブ
）
を
閉
め
、
お
近
く

の
水
道
業
者
（
指
定
給
水
装
置
工

事
事
業
者
）
に
修
理
を
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
宅
内
配
管
の
破
裂
に
よ
る
漏
水

や
そ
れ
に
伴
う
修
理
費
は
自
己

負
担
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
水
道

管
や
メ
ー
タ
ー
を
確
認
し
て
、

凍
結
に
よ
る
被
害
を
防
い
で
く

だ
さ
い
。

新
城
警
察
署
だ
よ
り

本

　
　
水
道
課
　
　
　
23
‐
7
6
4
5

　
　
地
域
整
備
課
　
32
‐
1
9
8
8

　
　
地
域
整
備
課
　
37
‐
2
2
9
8

　
寒
い
日
が
続
く
と
、
水
道
管
や

蛇
口
が
凍
結
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
特
に
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度

以
下
に
な
る
と
水
が
出
な
く
な
る

だ
け
で
な
く
、
凍
結
に
よ
る
破
損

事
故
が
多
く
な
り
ま
す
。
次
の
点

に
注
意
し
、
水
道
管
の
凍
結
や
破

裂
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

１
．凍
結
し
や
す
い
水
道
管

・
風
当
た
り
の
強
い
所
に
あ
る

・
常
に
日
陰
に
あ
る

・
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る

な
ど
、
屋
内
で
も
室
温
が
下
が
る

寒
く
な
っ
た
ら
水
道
管
の

凍
結
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

携
帯
電
話
が
つ
な
が
り

に
く
い
地
域
の
方
へ

問
本鳳作

TELTELTEL

各
種
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

時所￥ 定応〆持 内講 申
問

TELFAX

問
消

TEL



ルータ※ルータの貸し出しはありません。
ご自身で用意をしてください。
ただし、フェムトセル・サービスのみ
ご利用の場合や、モデムにルータ機能が
内蔵されている場合は不要です。

フェムトセル
（※）（ソフトバンク貸出品）

インターネット

　
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
モ
バ
イ
ル
窓
口

 　
　
0
8
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‐
8
8
8
‐
7
7
7
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ソ
フ
ト
バ
ン
ク
新
城
店

　
　
24
‐
６
５
６
５

　
　
消
防
署
救
急
担
当

　
　
　
22
‐
1
1
1
9

　
近
年
、
全
国
的
に
救
急
車
の
出

場
件
数
が
増
加
し
、
救
急
車
を
要

請
し
た
約
半
数
は
、
入
院
の
必
要

が
な
い
軽
症
者
で
す
。

　
救
急
出
場
件
数
が
増
え
る
こ
と
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※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

　
　
情
報
シ
ス
テ
ム
課

　
　
　
23
‐
7
6
1
2

　
平
成
24
年
12
月
か
ら
市
内
で
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
モ
バ
イ
ル
㈱
に
よ
る

フ
ェ
ム
ト
セ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

　
フ
ェ
ム
ト
セ
ル
と
は
、
携
帯
電

話
用
宅
内
超
小
型
基
地
局
の
こ
と

で
、
専
用
の
端
末
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
線
に
接
続
す
る
こ
と
に

よ
り
、
今
ま
で
携
帯
電
話
の
電
波

が
微
弱
や
圏
外
で
あ
っ
た
電
波
状

況
を
改
善
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に

は
、
次
の
条
件
を
満
た
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。

①
設
置
し
た
い
場
所
に
お
い
て
携

帯
電
話
の
電
波
が
微
弱
や
圏
外

で
あ
る
こ
と

②
﹇
テ
ィ
ー
ズ
﹈
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
モ
バ

イ
ル
の
推
奨
す
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
線
を
利
用
し
て
い
る

こ
と

③
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
携
帯
電
話
の
利

用
者
で
あ
る
こ
と

　
申
込
方
法
や
不
明
な
点
に
つ
い

て
は
、
次
の
窓
口
へ
問
い
合
せ
て

く
だ
さ
い
。

hp

問
本

TEL

TEL

問
本

TEL

　
　
税
務
課

　
　
　
23
‐
7
6
1
5

　
　
　http://w

w
w
.eltax.jp/

　

e
L
T
A
X
（
エ
ル
タ
ッ
ク

ス
）
の
電
子
申
告
は
、
パ
ソ
コ
ン

な
ど
の
e
L
T
A
X
対
応
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
を
使
用
し
て
、
自
宅
や
オ

フ
ィ
ス
な
ど
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
経
由
で
申
告
手
続
き
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
電
子
申
告
の
メ
リ
ッ
ト

は
、
複
数
の
地
方
公
共
団
体
へ
申

告
書
な
ど
を
提
出
す
る
場
合
で

も
、
送
信
先
は
い
つ
で
も
同
じ
１

カ
所
の
窓
口
（
ポ
ー
タ
ル
セ
ン

タ
ー
）
と
な
る
こ
と
で
す
。

　
な
お
、
サ
ー
ビ
ス
は
無
料
で
ご

利
用
で
き
ま
す
。

利
用
で
き
る
地
方
税
の
申
告
・
届

出
な
ど

・
給
与
支
払
報
告
書
（
総
括
表
お

よ
び
個
人
別
明
細
書
） 

・
給
与
支
払
報
告
・
特
別
徴
収
に

係
る
給
与
所
得
者
異
動
届
出
な

ど
の
各
種
届
出 

・
法
人
市
民
税

・
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）

電
子
申
告
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

に
よ
り
、
救
急
車
が
不
在
と
な

り
、
遠
方
に
あ
る
別
の
救
急
車
が

出
場
す
る
た
め
、
現
場
へ
の
到
着

時
間
が
長
く
な
り
ま
す
。

◆
こ
ん
な
時
は
考
え
て
く
だ
さ
い

・
病
院
に
行
く
と
待
た
さ
れ
る

・
タ
ク
シ
ー
代
わ
り

・
救
急
車
は
タ
ダ
だ
か
ら

・
歯
が
痛
む
か
ら　
な
ど

◆
救
急
車
を
要
請
す
る
主
な
症
状

・
急
に
倒
れ
た
、
意
識
が
な
い

・
息
苦
し
い
、
呼
吸
が
な
い

・
激
し
い
頭
痛
、
胸
痛
、
腹
痛

・
交
通
事
故
に
よ
る
負
傷

・
け
い
れ
ん
が
続
く
と
き

・
広
い
範
囲
の
や
け
ど　
な
ど

 

一
分
一
秒
を
争
う
生
命
の
危
険
の

あ
る
方
へ
の
対
応
が
遅
れ
て
し
ま

わ
な
い
よ
う
、
救
急
車
の
適
正
利

用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

救
急
車
の
適
正
利
用
を
！

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
参
加
者
募
集

問
TEL

問

広
告

広
告

1日は特別営業 10:00～17:00

２日は10時～
甘酒サービス

（浴場のみ）最終受付16:00
※年末年始は12月29日～31日までお休みをいただきます。

新年1月1日より
営業します!

鳳来ゆ～ゆ～ありいな 〒441－1945　新城市能登瀬字壱輪23-1
☎（0536）32-2212　　ホームページﾞ　http://www.sanyurin.jp/yuyu

　過去1年間の出版本
から、20人の本読み
たちが、あらゆる分
野を対象に厳選した
150冊を紹介していま
す。選書にお困りの
際は参考にどうぞ。

　不器用なクマとお茶
目なネズミの、思わず
ほほ笑んでしまう、か
わいいお話です。前作
「おきゃく、おことわ
り」「おとまり、おこ
とわり」もぜひご利用
ください。

　明けましておめでとうございます。
今年も皆さんのご利用を心からお待ち
しています。
　新年は4日㈮から開館します。4日
のみ、午後5時で閉館します。

　1月からＮＨＫ大河ドラマ「八重の
桜」が始まります。原作のほか、新島
八重の伝記や八重にまつわる本を1年
間特集しますので、ご利用ください。

「ノンフィクションはこれを読め！」

［開館時間］
［連日開館］
［貸出冊数］
［貸出券作成］

［ファックス貸出］

午前９時～午後８時
休館日は月末１日のみ
一人８冊まで（15日間）
鳳来・作手各総合支所で
交付の申請可。
後日自宅に郵送。
ファックスで申し込めば、
一度に３冊まで各総合支所
へ届けます。

「おたんじょうび、おことわり？」絵本

おすすめ本の紹介

「八重の桜」を特集します

新城図書館のご案内

ボニー・ベッカー/ぶん
Ｋ・Ｍ・デントン/え　岩崎書店

なる  げ      まこと

成毛　眞 / 編著　中央公論新社

新城図書館だより
　新城図書館　 23 - 2333 　24 - 3415問 FAXTEL

問

TEL

　
防
災
安
全
課

　
新
城
警
察
署
　
22
‐
0
1
1
0

警
察
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
♯
９
１
１
０

　
１
１
０
番
は
、
緊
急
時
専
用
の

電
話
で
す
。
急
を
要
さ
な
い
要

望
・
相
談
・
苦
情
な
ど
に
つ
い
て

は
、
最
寄
り
の
警
察
署
や
警
察
相

談
専
用
電
話
（
♯
９
１
１
０
）
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

１
月
10
日
㈭
は「
１
１
０
番
の
日
」

　
高
齢
者
を
狙
っ
た
還
付
金
詐
欺

や
オ
レ
オ
レ
詐
欺
、
投
資
名
下
の

詐
欺
事
案
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
詐
欺
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

は
、
一
人
で
判
断
せ
ず
、
信
頼
で

き
る
方
に
相
談
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
　
新
城
設
楽
農
林
水
産
事
務
所

　
　
農
業
改
良
普
及
課

　
　
　
0
5
3
6
‐
62
‐
0
5
4
6

　
　
　
0
5
3
6
‐
62
‐
1
5
3
3

　
２
月
２
日
㈯

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時
30
分

青
年
の
家

絵
巻
き
寿
司
、
茶
巾
寿
司
な
ど

輝
き
ネ
ッ
ト
・
あ
い
ち
の
技
人

25
人
（
定
員
を
超
え
る
場
合
は
抽
選
）

１
，２
０
０
円

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

１
月
25
日
㈮

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用

具
、
参
加
費

と
こ
ろ
は
凍
結
し
て
し
ま
い
ま

す
。

２
．凍
結
を
防
ぐ
に
は

・
水
道
管
や
蛇
口
の
部
分
を
、
身

近
に
あ
る
ボ
ロ
布
や
毛
布
な
ど

で
ぬ
れ
な
い
よ
う
に
保
温
し
て

く
だ
さ
い
。

・
万
一
の
凍
結
を
考
え
て
、
ト
イ

レ
な
ど
に
使
用
す
る
た
め
に
、

お
風
呂
の
残
り
湯
を
取
り
置
く

こ
と
も
良
い
方
法
で
す
。

３
．水
道
管
が
凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　
自
然
に
解
け
る
の
を
待
つ
か
、

凍
っ
て
し
ま
っ
た
部
分
に
タ
オ
ル

な
ど
を
か
ぶ
せ
て
、
ゆ
っ
く
り
と

ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

※
急
に
熱
い
お
湯
を
か
け
る
と
、

水
道
管
が
破
裂
し
た
り
蛇
口
が

破
損
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
蛇
口
が
固
く
動
か
な
い
と
き

は
、
無
理
に
開
け
な
い
で
く
だ

さ
い
。

※
蛇
口
を
開
け
て
水
が
出
な
く
て

も
、
必
ず
蛇
口
を
閉
め
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

４
．水
道
管
が
破
裂
し
て
し
ま
っ

　

  

た
ら

　
止
水
栓
（
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

内
の
バ
ル
ブ
）
を
閉
め
、
お
近
く

の
水
道
業
者
（
指
定
給
水
装
置
工

事
事
業
者
）
に
修
理
を
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
宅
内
配
管
の
破
裂
に
よ
る
漏
水

や
そ
れ
に
伴
う
修
理
費
は
自
己

負
担
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
水
道

管
や
メ
ー
タ
ー
を
確
認
し
て
、

凍
結
に
よ
る
被
害
を
防
い
で
く

だ
さ
い
。

新
城
警
察
署
だ
よ
り

本

　
　
水
道
課
　
　
　
23
‐
7
6
4
5

　
　
地
域
整
備
課
　
32
‐
1
9
8
8

　
　
地
域
整
備
課
　
37
‐
2
2
9
8

　
寒
い
日
が
続
く
と
、
水
道
管
や

蛇
口
が
凍
結
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
特
に
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度

以
下
に
な
る
と
水
が
出
な
く
な
る

だ
け
で
な
く
、
凍
結
に
よ
る
破
損

事
故
が
多
く
な
り
ま
す
。
次
の
点

に
注
意
し
、
水
道
管
の
凍
結
や
破

裂
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

１
．凍
結
し
や
す
い
水
道
管

・
風
当
た
り
の
強
い
所
に
あ
る

・
常
に
日
陰
に
あ
る

・
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る

な
ど
、
屋
内
で
も
室
温
が
下
が
る

寒
く
な
っ
た
ら
水
道
管
の

凍
結
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

携
帯
電
話
が
つ
な
が
り

に
く
い
地
域
の
方
へ

問
本鳳作

TELTELTEL

各
種
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

時所￥ 定応〆持 内講 申
問

TELFAX

問
消

TEL
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エ
ル
フ
ン
イ
は
期
時
の
ら
か
れ

ま
り
な
に
節
季
う
る
振
を
威
猛
が
ザ
ン

ワ
の
ザ
ン
エ
ル
フ
ン
イ
は
ん
さ
皆
。
す

？
か
た
し
ま
し
種
接
う
も
を
ン
チ
ク

な
し
は
年
今
ら
か
た
し
種
接
、
年
昨
「

は
で
の
い
い
も
て
く

」
？

は
り
や
は
「

で
の
い
い
ば
れ
す
種
接
ら
か
て
め
じ

ン
チ
ク
ワ
ザ
ン
エ
ル
フ
ン
イ
、
が
す
ま

、
り
よ
に
由
理
の
つ
２
す
示
に
下
以
、
は

奨
推
が
と
こ
る
す
種
接
て
し
続
継
年
毎

。
す
ま
い
て
れ
さ

さ
用
使
で
本
日
、
は
由
理
の
目
つ
一
　

ク
ワ
化
活
不
「
が
ン
チ
ク
ワ
る
い
て
れ

ら
く
月
カ
５
が
果
効
、
り
あ
で
」
ン
チ

つ
二
。
す
で
と
こ
い
な
し
続
持
か
し
い

イ
る
れ
さ
想
予
が
行
流
、
は
由
理
の
目

毎
が
類
種
の
ス
ル
イ
ウ
ザ
ン
エ
ル
フ
ン

チ
ク
ワ
の
年
前
。
す
で
と
こ
る
な
異
年

応
対
に
行
流
の
年
今
、
は
で
果
効
の
ン

。
す
ま
り
あ
が
性
険
危
い
な
き
で

例
は
ザ
ン
エ
ル
フ
ン
イ
、
た
ま
　

年
12。

す
ま
し
行
流
で
ま
ろ
ご
月
３
ら
か
月

す
現
出
が
果
効
る
よ
に
種
接
ン
チ
ク
ワ

の
す
ま
し
要
を
度
程
間
週
２
に
で
ま
るで

、
12

受
を
種
接
に
で
ま
ろ
ご
旬
中
月

い
て
れ
わ
言
と
い
し
ま
望
が
と
こ
る
け

。
す
ま

種
接
を
ン
チ
ク
ワ
ザ
ン
エ
ル
フ
ン
イ
　

発
の
ザ
ン
エ
ル
フ
ン
イ
、
で
と
こ
る
す

さ
化
症
軽
も
て
し
症
発
、
し
防
予
を
症

ワ
に
前
染
感
。
す
ま
り
あ
が
果
効
る
せ

る
す
防
予
を
症
発
て
し
種
接
を
ン
チ
ク

囲
周
ど
な
族
家
や
身
自
分
自
、
が
と
こ

る
す
対
に
染
感
ザ
ン
エ
ル
フ
ン
イ
の
へ

チ
ク
ワ
、
で
の
す
で
段
手
御
防
な
効
有

は
方
い
な
い
て
れ
さ
だ
ま
を
種
接
の
ン

、
り
か
か
に
ザ
ン
エ
ル
フ
ン
イ
し
も
　

療
医
に
め
早
ば
ら
な
う
よ
い
悪
が
合
具

て
し
に
静
安
、
し
給
補
に
分
十
を
分
水

ザ
ン
エ
ル
フ
ン
イ
「
は
で
関
機
療
医
　

り
あ
が
と
こ
る
れ
さ
方
処
が
」
薬
療
治

。
い
さ
だ
く
て
し
用
使
は
た
ま
用
服
て

ノ
、
は
」
薬
療
治
ザ
ン
エ
ル
フ
ン
イ
「

在
現

、
は

フ
ミ
タ
「

ル
®
」

薬
服
内
（

、）

ン
レ
リ
「

ザ
®
」

）
薬
入
吸
（

、
イ
「

ビ
ナ

ル
®
」

薬
入
吸
（

、）

ク
ア
ピ
ラ
「

タ
®
」

用
使
が
類
種
４
の
）
薬
射
注
（

発
も
剤
薬
の
れ
ず
い
。
す
ま
い
て
れ
さ症

後
48

を
）
与
投
（
用
服
に
内
以
間
時

ザ
ン
エ
ル
フ
ン
イ
、
で
と
こ
る
す
始
開

２
ら
か
日
１
を
間
期
る
す
続
持
が
状
症

症
併
合
器
吸
呼
、
て
せ
さ
縮
短
度
程
日

ま
り
あ
が
果
効
す
ら
減
を
例
症
院
入
や

が
果
効
の
薬
と
る
な
く
遅
が
用
服
。
す

、
で
の
す
ま
り
あ
が
と
こ
る
な
く
く
に
出

受
を
方
処
の
薬
療
治
ザ
ン
エ
ル
フ
ン
イ

う
よ
る
す
用
服
に
め
早
、
は
き
と
た
け

な

　

、
お

フ
ミ
タ
「

ル
®

て
い
つ
に
」

作
副
の
ど
な
動
行
常
異
の
後
用
服
、
は

中
査
調
在
現
は
係
関
果
因
や
因
原
（
用

ら
か
係
関
の
）
す
で

、
10

未
の
上
以
歳

差
て
し
と
則
原
は
用
使
の
者
患
の
年
成

、
は
て
い
つ
に
用
服
の
者
年
成
未
・
児

副
ら
か
ど
な
師
剤
薬
や
師
医
に
時
方
処

ん
ち
き
を
項
事
意
注
の
時
用
服
や
用
作

う
よ
る
す
用
服
を
薬
ら
か
て
し
認
確
と

。
い
さ
だ
く
て
し
に

の
ザ
ン
エ
ル
フ
ン
イ

   

て
い
つ
に
薬
療
治
と
ン
チ
ク
ワ

院
病
民
市

 

局
薬師

剤
薬
任
主

多
本

 

治
哲　
　
　
　
　
　

  

ん
ほ

 
 
 

だ

つ

て

  

る

は

　

23 -  

2
5
8
7

課
務
総
院
病
民
市
問

HONOKA Consultation room

第

話
Editorial supervision

朝

65

●
●
●
●

●
●
●
●

せ
ら
知
お

）
Ｒ
Ｍ
（合
混
ん
し
風
ん
し
麻

お知らせ

保健
お問い合わせ

新城保健センター　  23 - 8551
作手保健センター　  37 - 2839

１

　

月
16

㈬
日時

９
前
午

　

11
時

発
の
ん
さ
子
お
の
で
ま
前
学
就

　

心
て
い
つ
に
児
育
・
育
発
・
達

　

、
に
象
対
を
方
る
あ
が
と
こ
な
配

　

談
相
別
個
る
よ
に
員
談
相
理
心

　

２

　

月
12

㈫
日

１
後
午

　

時
30
分

方
の
）
人
成
（
般
一
・
婦
産
妊

　

料
無

　

手
康
健
は
た
ま
帳
手
康
健
子
母

　

帳

　

㈫
日
８
月
１

　
　
　

１

　

月
24

㈭
日

午

　

前
10

動

　

不
に
活
生
で
ど
な
病
の
ろ
こ
こ

　

方
る
い
て
じ
感
を
安

　

１

　回
１
第

　

月
17

㈭
日

９
前
午

　

時
30２

　回
２
第

　

月
21

㈭
日

３

　回
３
第

　

月
21

㈭
日

９
前
午

　

時
30

、
習
実
浴
沐
、
習
実
理
調
、
話
講

　

ど
な
操
体
婦
妊

　

族
家
の
そ
と
婦
妊

　

（
　

の
回
１
第

）
み

円
０
０
３
費
食

、
具
用
記
筆
、
帳
手
康
健
子
母

　

も
る
き
で
給
補
分
水

　

、
の

第
（

ブ
歯
、
ン
ロ
プ
エ
）
み
の
回
１

　※

し
越
お
で
装
服
る
き
で
の
動
運

。
い
さ
だ
く

　

能
可
も
加
参
の
み
の
回
１
、
が

　

。
す
で

　

性
男
る
な
に
気
が
り
わ
ま
腹
お

　

す
焼
燃
を
肪
脂
も
最
、
に
象
対
を

ま
い
行
を
動
運
で
ム
ラ
グ
ロ
プ
る

館
民
公
部
西

　

１

　

月
18

月
22
日

※

（
日
曜
金
週
毎

全
10

）
回

性
男
の
住
在
内
市

　　

30
人

※

り
切
め
締
第
次
り
な
に
員
定

）
込
料
険
保
（
円
０
０
０
，
２

　

始
開
付
受

　

12
月
17

㈪
日

。
い
さ
だ
く
み
込
し
申
お
で
話
電

　

１

　

月
22

㈫
日

９
前
午

　

時
20

　
　験
体
事
食
の
当

　

方
の
住
在
内
市

　

円
０
０
３

　

オ
タ
、
の
も
る
き
で
給
補
分
水

　

碗
茶
お
、
装
服

　

１

　

月
31

㈭
日

９
前
午

　

時
15
分

11
時
30
分

平

　

成
24

者
護
保
の
そ
と
児
乳
の

　　

12
組

、
ン
ロ
プ
エ
、
帳
手
康
健
子
母

　

分
水
、
ル
オ
タ
、
け
か
れ
だ
よ

　

具
用
記
筆
、
の
も
る
き
で
給
補

　

習
活
生
ど
な
病
尿
糖
や
ボ
タ
メ

　

に
」
係
関
な
外
意
「
の
歯
と
病
慣

。
か
ん
せ
ま
び
学
て
い
つ

㈭
日
７
月
２

　

１
後
午

　

時
30

時
30
分

  

」
病
周
歯
と
病
尿
糖
「
　

 

生
先
一
伸
深
草

３
校
高
と
生
年
１
学
中
度
年
今

　

で
象
対
が
方
の
齢
年
の
当
相
生
年

。
す

で
書
封
に
月
４
、
は
に
者
象
対

　

。
す
ま
い
て
し
り
送
お
を
知
通

休
冬
、
き
だ
た
い
覧
ご
を
容
内

　

期
に
ず
れ
忘
、
し
用
利
を
ど
な
み

３

　

月
30

施
実
で
ま
㈯
日

期
３
第

　

平

　

成
11

生
日
２
月
４
年

成
12

　生
日
１
月
４
年

期
４
第

　

生
日
２
月
４
年
６
成
平

　

関
機
療
医
託
委
の
内
市

　　

さ
だ
く
覧
ご
を
知
通
は
く
し
詳

。
い

　※

事
、
は
方
る
れ
さ
望
希
を
種
接

を
約
予
へ
関
機
療
医
ず
必
に
前

　

。
い
さ
だ
く
て
し

　

 

産
妊

・
婦

診
健
科
歯
般
一

）
込
申
要
（

談
相
理
心
児
幼

）
込
申
要
（

検 

診
相 

談

教 

室

室
教
帰
復
会
社

）
込
申
要
（

）
込
申
要
（

）
込
申
要
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

室
教
の
パ
パ
と
マ
マ

）
込
申
要
（

室
教
食
乳
離
み
か
み
か

）
込
申
要
（室

教
防
予
病
慣
習
活
生

          

）
編
科
歯
（

）
込
申
要
（

対 時

時内
所
申対

￥持時内対

持他 ￥

所
申

所時定 対￥応
問
申

内対

時内持 対¥
問
申時対定持

問
申時内講

所
申

時
所
申時

所
申

時
所
申
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エ
ル
フ
ン
イ
は
期
時
の
ら
か
れ

ま
り
な
に
節
季
う
る
振
を
威
猛
が
ザ
ン

ワ
の
ザ
ン
エ
ル
フ
ン
イ
は
ん
さ
皆
。
す

？
か
た
し
ま
し
種
接
う
も
を
ン
チ
ク

な
し
は
年
今
ら
か
た
し
種
接
、
年
昨
「

は
で
の
い
い
も
て
く

」
？

は
り
や
は
「

で
の
い
い
ば
れ
す
種
接
ら
か
て
め
じ

ン
チ
ク
ワ
ザ
ン
エ
ル
フ
ン
イ
、
が
す
ま

、
り
よ
に
由
理
の
つ
２
す
示
に
下
以
、
は

奨
推
が
と
こ
る
す
種
接
て
し
続
継
年
毎

。
す
ま
い
て
れ
さ

さ
用
使
で
本
日
、
は
由
理
の
目
つ
一
　

ク
ワ
化
活
不
「
が
ン
チ
ク
ワ
る
い
て
れ

ら
く
月
カ
５
が
果
効
、
り
あ
で
」
ン
チ

つ
二
。
す
で
と
こ
い
な
し
続
持
か
し
い

イ
る
れ
さ
想
予
が
行
流
、
は
由
理
の
目

毎
が
類
種
の
ス
ル
イ
ウ
ザ
ン
エ
ル
フ
ン

チ
ク
ワ
の
年
前
。
す
で
と
こ
る
な
異
年

応
対
に
行
流
の
年
今
、
は
で
果
効
の
ン

。
す
ま
り
あ
が
性
険
危
い
な
き
で

例
は
ザ
ン
エ
ル
フ
ン
イ
、
た
ま
　

年
12。

す
ま
し
行
流
で
ま
ろ
ご
月
３
ら
か
月

す
現
出
が
果
効
る
よ
に
種
接
ン
チ
ク
ワ

の
す
ま
し
要
を
度
程
間
週
２
に
で
ま
るで

、
12

受
を
種
接
に
で
ま
ろ
ご
旬
中
月

い
て
れ
わ
言
と
い
し
ま
望
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皆さんからの情報をお待ちしております。
イベント紹介や募集、地区の出来事など、皆さんからの耳寄りな話をお寄せください。しみんのトビラ 秘書広報課  　23‐7623

info@city.shinshiro.lg.jp
問 本

em

TEL

旬な食材と豆知識、食材を利用した１品と、食材をモチーフにした
新城市食育推進キャラクター「お食べん武将隊」（全12種類）を紹介します。

旬の食材を使った１品

『とろろ飯』

今月の旬な食材

作手産のゆめとろろは、

粘りが強くて香り、食味に優れ
絶品。

食育推進キャラクター「とろろまる」

　武闘派で、知る人ぞ知る刀工の作の
名刀「夢とろろまる」が武器。粘着質
な性格が武器。

自然薯

☆作り方☆

☆材料☆（4人分）
米
自然薯
だし汁
　水
　干ししいたけ
　煮干し

……………………3カップ
…………………200ｇ

……………………400㏄
…………3個

………………約5匹

しょうゆ
みりん
酒
卵
青のり

………………40㏄
………………大さじ1

……………………大さじ1
………………………1/2個
……………………少々

①ご飯を炊く。
②鍋に分量の水を入れ、干ししいたけと煮干しを入れて30
分ほど置く。その後中火にかけ、沸騰したら煮干しを取
り出し、しょうゆとみりんを入れ、再度沸騰したら火を
止め、しいたけを取り出す。

③自然薯はガスコンロで軽くあぶってひげ根を焼く。網の
上で転がしてもよい。

④水を流しながら、たわしで軽く③を洗う。
⑤皮付きのまま、おろし金で④をおろす。
⑥すりこぎで勢いよくすり混ぜる。空気を含ませてふわっ
とさせ、その後、酒と卵を入れてする。

⑦粗熱のとれた②のだし汁を⑥に入れ、すりこぎですり混
ぜる。これを何回か繰り返す。

⑧炊き上がったご飯を茶碗に盛り、⑦をかけ、青のりを添
える。

レシピ：新城市食育推進実行委員会（農村輝きネット・しんしろ）

　東三河５市に在住で、各市の
予選を勝ち抜いた外国人が、日
本での生活や日ごろ感じている
ことを日本語で発表します。本
市からは２人が出場します。ぜ
ひ応援にお越しください。
１月20日㈰
午後１時30分～４時30分
蒲郡市民会館東ホール
300人
無料

第３回東三河日本語
スピーチコンテスト
市国際交流協会　　23‐7783
siea@tees.jp

申 問

em
TEL

時

所

定

￥

　Sports Leader Associationでは、生涯スポーツの
普及、振興に寄与することを目的としてバドミント
ン教室を開催します。
１月11日～３月15日　※毎週金曜日　
午後７時～９時30分
市民体育館競技場
3,500円（保険料を含む）※開講日に集金します。
平成24年12月28日㈮
室内シューズ、ラケット、着替え、タオル、飲料
水など

※ラケットのレンタルはありません。

バドミントン教室
参加者募集

時

所

￥

〆

持

酒井精次　　　　090‐7611‐5735
　スポーツ課　　23‐7653

問 TEL

TEL問 本

11月3日㈷・4日㈰

　今年で９回目となる「新城ラリー」が行われ、全国から集
まったラリーカーで熱戦が繰り広げられました。今大会に
は、ゲストドライバーとして、ラリー界のスーパースター、
ビョルン・ワルデガルド氏を招き、また、トヨタ自動車の豊
田章男社長がラリー競技に参戦するなど、2日間で延べ
37,000人の観客を動員するビッグイベントとなりました。

熱戦が
繰り広げられる

　東郷中学校1年生が進路学習の一環とし
て、地元の企業・公共施設・福祉施設などさ
まざまな職業に従事している方々へインタ
ビューを行いました。その中で4人の生徒が
副市長を訪問し、本市の良い所や問題点など
多くの質問をしました。

職業人への
インタビュー
11月22日㈭

　モミジやカエデが鮮やかに色づいた鳳来寺山一帯
で「鳳来寺山もみじまつり」が開催されました。こ
の日は、ステージイベント、物産展やクイズラリー
などが行われ、25,000人の家族連れで大いに賑わ
いました。

色づく紅葉
11月23日㈷
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の日は、ステージイベント、物産展やクイズラリー
などが行われ、25,000人の家族連れで大いに賑わ
いました。

色づく紅葉
11月23日㈷
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生活衛生課  　22‐0521／　 22‐0554FAX

FAXTEL

TEL

申 本

今
月
の
「
リ
ユ
ー
ス
の
広
場
」

譲
り
た
い
も
の

・
ベ
ビ
ー
バ
ス

・
布
製
ソ
フ
ァ
ー
（
３
人
掛
け
用
と
コ
ー
ナ
ー
１
点
）

・
机
（
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
デ
ス
ク
）

・
ベ
ビ
ー
布
団
セ
ッ
ト
（
２
・
３
歳
用
）

譲
っ
て
ほ
し
い
も
の

・
子
ど
も
用
自
転
車
（
補
助
輪
付
き
）

※
リ
ユ
ー
ス
の
広
場
へ
の
掲
載
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
①
住
所
、

②
氏
名
、
③
電
話
番
号
、
④
品

名
と
特
徴
を
生
活
衛
生
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

22
‐
0
5
2
1

22
‐
0
5
5
4

clean-center@
city.shinshi

ro.lg.jp

郵
送
先

〒
４
４
１
‐
１
３
２
２

新
城
市
日
吉
字
樋
田
56
番
地

生
活
衛
生
課
あ
て

Ｔ
Ｏ
Ｐ
↓
く
ら
し
↓
ご
み
・
リ

サ
イ
ク
ル 

↓ 

リ
ユ
ー
ス
の
広
場

emhp TELFAX

　
市
で
は
、
平
成
16
年
度
か
ら
「
今
の

環
境
問
題
に
認
識
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、
行
動
に
つ
な
げ
て
も
ら
う
こ
と
」

を
目
的
と
し
た
市
民
環
境
講
座
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
中
日
新
聞
論
説
委
員
の
飯

尾
歩
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
「
環
境

問
題
っ
て
な
に
？
」
と
題
し
て
、
く
ら

し
に
身
近
な
環
境
問
題
に
つ
い
て
考
え

ま
す
。

　
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

１
月
12
日
㈯　
午
後
２
時
〜
４
時

文
化
会
館　
大
会
議
室

80
人
（
事
前
の
申
込
順
）

無
料
（
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
）

住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
、
参
加
希

望
人
数
を
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
、
は
が
き
な
ど
で
環
境

課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

郵
送
先

〒
４
４
１
‐
１
３
９
２

（
住
所
の
記
入
不
要
）

新
城
市
役
所　
環
境
課

　
23
‐
７
６
７
７

　
23
‐
８
３
８
８

kankyou@
city.shinshiro.lg.jp

経
費
の
大
半
が
可
燃
ご
み
焼
却
費

　
平
成
23
年
度
の
ご
み
の
収
集
処
理
に

か
か
っ
た
歳
出
総
額
は
、
６
億
７
，４

２
９
万
円
で
し
た
。
22
年
度
と
比
べ
約

５
，７
０
０
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
歳
入
は
、
可
燃
ご
み
、
不
燃

ご
み
、
粗
大
ご
み
の
搬
入
処
理
手
数
料

や
、
古
紙
、
金
属
な
ど
資
源
の
売
却
収

入
な
ど
が
あ
り
、
総
額
で
４
，６
８
８

万
円
に
な
り
ま
し
た
。

　
ご
み
処
理
経
費
の
内
訳
は
、
左
表
の

通
り
で
す
。

　
歳
出
額
か
ら
歳
入
額
を
差
し
引
い
た

　
平
成
23
年
度
の
ご
み
処
理
の
実
績
に

つ
い
て
、
皆
さ
ん
に
報
告
し
ま
す
。

総
排
出
量
が
わ
ず
か
に
増
加

　
平
成
23
年
度
に
市
へ
搬
入
さ
れ
た
ご

み
は
、
可
燃
ご
み
・
不
燃
ご
み
合
わ
せ

て
1
6
，０
７
６
ト
ン
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
内
一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
た
ご

み
（
家
庭
系
ご
み
）
は
1
3
，０
６
２

ト
ン
、
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
た
ご
み

（
事
業
系
ご
み
）
は
３
，０
１
４
ト
ン

で
し
た
。

　
総
排
出
量
を
22
年
度
と
比
べ
る
と
、

　
23
年
度
の
歳
出
の
内
訳
を
見
て
み
る

と
、
大
半
は
中
間
処
理
費
に
充
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
焼
却
経
費
が

全
体
の
お
よ
そ
６
割
を
占
め
、
焼
却
施

設
の
運
転
管
理
や
炉
の
修
繕
な
ど
が
そ

の
多
く
を
占
め
ま
す
。
し
か
し
、
効
率

的
な
運
用
や
計
画
的
な
修
繕
の
実
施
に

よ
り
、
経
費
を
大
き
く
減
ら
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
歳
出
総
額
を
抑
制
で
き

た
一
番
の
理
由
は
、
中
間
処
理
費
の
減

少
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
今
後
も
計
画
的
な
運
転
に
努
め
、
さ

ら
な
る
経
費
削
減
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
焼
却
す
る
ご
み
の
量
を
減
ら

す
こ
と
で
経
費
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
23
年
度
の
可
燃
ご
み
の
排
出
量

は
、
２
０
０
ト
ン
ほ
ど
増
加
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
資
源
化
で
き
る
紙
は
で
き

る
限
り
資
源
回
収
に
出
す
、
買
い
物
を

す
る
際
に
排
出
す
る
量
を
減
ら
す
よ
う

な
買
い
方
を
す
る
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し

た
工
夫
で
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

【
注
意
】
経
費
内
訳
の
グ
ラ
フ
で
、
各

項
目
の
金
額
の
万
単
位
以
下
を
切
り
捨

て
て
い
る
た
め
、
総
額
と
各
項
目
の
合

計
額
は
一
致
し
ま
せ
ん
。

約
１
５
０
ト
ン
増
え
て
い
ま
す
が
、
こ

こ
数
年
は
多
少
の
増
減
は
あ
る
も
の

の
、
ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
排
出
さ
れ
た
ご
み
の
総
量
を

市
の
人
口
１
人
当
た
り
に
換
算
す
る

と
、
約
３
１
４
キ
ロ
の
ご
み
が
排
出
さ

れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
市

が
策
定
し
た
「
ご
み
処
理
基
本
計
画
」

で
定
め
て
い
る
目
標
値
（
２
９
６
キ

ロ
）
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

６
億
２
，７
４
１
万
円
が
、
一
般
財
源

か
ら
の
負
担
（
税
負
担
）
と
な
り
、
22

年
度
と
比
べ
約
６
，０
０
０
万
円
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
税
負

担
の
金
額
を
、
市
民
１
人
当
た
り
の
経

費
に
換
算
す
る
と
、
年
間
約
1
2
，２

０
０
円
に
な
り
ま
す
。

FAX TEL

1960年　愛知県津島市生まれ
　 85年　中日新聞社入社
　 87年　岐阜総局
　 94年　生活部生活経済班
　 97年　廃棄物キャンペーン「どうするごみ列島」取材班
　 99年　東京本社「21世紀工房」などを経て
2002年３月　名古屋本社論説委員
主に環境と農業を担当

時所￥ 定応em
平
成
24
年
度　

第
１
回
「
市
民
環
境
講
座
」
を
開
催
し
ま
す

講師：中日新聞論説委員　　飯尾 歩氏のプロフィール
いい   お　あゆみ

環
境
問
題
っ
て
な
に
？

〜
く
ら
し
に
身
近
な
環
境
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
〜

昨
年
度
の
ご
み
処
理
実
績
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

平成23年度　ごみ処理経費の内訳

【廃棄物処理手数料(可燃ごみ)】
　クリーンセンターに搬入されたごみの処理手数料
【資源物売却収入】
　資源回収日などに集められた古紙や金属類の売却収入
【廃棄物処理手数料(不燃ごみ・粗大ごみ)】
　鳥原埋立処分場に搬入されたごみの処理手数料
【そのほか】
　各種許可手数料や財産収入など

そのほか
38万円

廃棄物処理手数料
（可燃ごみ）
2,929万円

廃棄物処理手数料
（不燃ごみ・粗大ごみ）

451万円

資源物売却収入
1,268万円

【中間処理費】
　可燃ごみの焼却経費（クリーンセンターの運転や設備の維持管理費
　など）、再生処理の委託費、不燃ごみを破砕処理する経費など
【人件費】
　一般職員や臨時職員の給与、保険など
【収集運搬費】
　家庭から出た可燃ごみ・資源・不燃ごみなどを収集運搬する経費
【最終処分費】
　焼却灰や不燃ごみを埋め立て処理する経費や、埋立処分場の
　水処理施設の維持管理費など
【そのほか】
　生活環境委員報酬、資源回収報奨金、生ごみ処理器等補助金など

歳入
4,688万円

歳出
6億7,429万円

最終処分費
4,751万円

人件費
1億783万円

そのほか
1,669万円

収集運搬費
7,886万円

中間処理費
4億2,338万円

うち可燃ごみ焼却経費
4億1,321万円
再正処理委託費
1,017万円

平成23年度　家庭ごみの内訳

家庭系ごみ総量
１３，０６２t

粗大ごみ
368t（2.8％）

不燃ごみ
392t（3.0％）

資源
2,744t
（21.0％）

有害ごみ
28t（0.2％）

可燃ごみ
9,530t（73.0％）
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・
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製
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ベ
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ー
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ト
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２
・
３
歳
用
）

譲
っ
て
ほ
し
い
も
の

・
子
ど
も
用
自
転
車
（
補
助
輪
付
き
）

※
リ
ユ
ー
ス
の
広
場
へ
の
掲
載
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
①
住
所
、

②
氏
名
、
③
電
話
番
号
、
④
品

名
と
特
徴
を
生
活
衛
生
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
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‐
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5
2
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‐
0
5
5
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地

生
活
衛
生
課
あ
て

Ｔ
Ｏ
Ｐ
↓
く
ら
し
↓
ご
み
・
リ

サ
イ
ク
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リ
ユ
ー
ス
の
広
場

emhp TELFAX

　
市
で
は
、
平
成
16
年
度
か
ら
「
今
の

環
境
問
題
に
認
識
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、
行
動
に
つ
な
げ
て
も
ら
う
こ
と
」

を
目
的
と
し
た
市
民
環
境
講
座
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
中
日
新
聞
論
説
委
員
の
飯

尾
歩
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
「
環
境

問
題
っ
て
な
に
？
」
と
題
し
て
、
く
ら

し
に
身
近
な
環
境
問
題
に
つ
い
て
考
え

ま
す
。

　
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

１
月
12
日
㈯　
午
後
２
時
〜
４
時

文
化
会
館　
大
会
議
室

80
人
（
事
前
の
申
込
順
）

無
料
（
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
）

住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
、
参
加
希

望
人
数
を
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
、
は
が
き
な
ど
で
環
境

課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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経
費
の
大
半
が
可
燃
ご
み
焼
却
費

　
平
成
23
年
度
の
ご
み
の
収
集
処
理
に

か
か
っ
た
歳
出
総
額
は
、
６
億
７
，４

２
９
万
円
で
し
た
。
22
年
度
と
比
べ
約
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，７
０
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万
円
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少
し
て
い
ま
す
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一
方
、
歳
入
は
、
可
燃
ご
み
、
不
燃

ご
み
、
粗
大
ご
み
の
搬
入
処
理
手
数
料

や
、
古
紙
、
金
属
な
ど
資
源
の
売
却
収

入
な
ど
が
あ
り
、
総
額
で
４
，６
８
８

万
円
に
な
り
ま
し
た
。

　
ご
み
処
理
経
費
の
内
訳
は
、
左
表
の

通
り
で
す
。

　
歳
出
額
か
ら
歳
入
額
を
差
し
引
い
た

　
平
成
23
年
度
の
ご
み
処
理
の
実
績
に

つ
い
て
、
皆
さ
ん
に
報
告
し
ま
す
。

総
排
出
量
が
わ
ず
か
に
増
加

　
平
成
23
年
度
に
市
へ
搬
入
さ
れ
た
ご

み
は
、
可
燃
ご
み
・
不
燃
ご
み
合
わ
せ

て
1
6
，０
７
６
ト
ン
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
内
一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
た
ご

み
（
家
庭
系
ご
み
）
は
1
3
，０
６
２

ト
ン
、
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
た
ご
み

（
事
業
系
ご
み
）
は
３
，０
１
４
ト
ン

で
し
た
。

　
総
排
出
量
を
22
年
度
と
比
べ
る
と
、

　
23
年
度
の
歳
出
の
内
訳
を
見
て
み
る

と
、
大
半
は
中
間
処
理
費
に
充
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
焼
却
経
費
が

全
体
の
お
よ
そ
６
割
を
占
め
、
焼
却
施

設
の
運
転
管
理
や
炉
の
修
繕
な
ど
が
そ

の
多
く
を
占
め
ま
す
。
し
か
し
、
効
率

的
な
運
用
や
計
画
的
な
修
繕
の
実
施
に

よ
り
、
経
費
を
大
き
く
減
ら
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
歳
出
総
額
を
抑
制
で
き

た
一
番
の
理
由
は
、
中
間
処
理
費
の
減

少
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
今
後
も
計
画
的
な
運
転
に
努
め
、
さ

ら
な
る
経
費
削
減
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
焼
却
す
る
ご
み
の
量
を
減
ら

す
こ
と
で
経
費
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
23
年
度
の
可
燃
ご
み
の
排
出
量

は
、
２
０
０
ト
ン
ほ
ど
増
加
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
資
源
化
で
き
る
紙
は
で
き

る
限
り
資
源
回
収
に
出
す
、
買
い
物
を

す
る
際
に
排
出
す
る
量
を
減
ら
す
よ
う

な
買
い
方
を
す
る
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し

た
工
夫
で
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

【
注
意
】
経
費
内
訳
の
グ
ラ
フ
で
、
各

項
目
の
金
額
の
万
単
位
以
下
を
切
り
捨

て
て
い
る
た
め
、
総
額
と
各
項
目
の
合

計
額
は
一
致
し
ま
せ
ん
。

約
１
５
０
ト
ン
増
え
て
い
ま
す
が
、
こ

こ
数
年
は
多
少
の
増
減
は
あ
る
も
の

の
、
ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
排
出
さ
れ
た
ご
み
の
総
量
を

市
の
人
口
１
人
当
た
り
に
換
算
す
る

と
、
約
３
１
４
キ
ロ
の
ご
み
が
排
出
さ

れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
市

が
策
定
し
た
「
ご
み
処
理
基
本
計
画
」

で
定
め
て
い
る
目
標
値
（
２
９
６
キ

ロ
）
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

６
億
２
，７
４
１
万
円
が
、
一
般
財
源

か
ら
の
負
担
（
税
負
担
）
と
な
り
、
22

年
度
と
比
べ
約
６
，０
０
０
万
円
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
税
負

担
の
金
額
を
、
市
民
１
人
当
た
り
の
経

費
に
換
算
す
る
と
、
年
間
約
1
2
，２

０
０
円
に
な
り
ま
す
。

FAX TEL

1960年　愛知県津島市生まれ
　 85年　中日新聞社入社
　 87年　岐阜総局
　 94年　生活部生活経済班
　 97年　廃棄物キャンペーン「どうするごみ列島」取材班
　 99年　東京本社「21世紀工房」などを経て
2002年３月　名古屋本社論説委員
主に環境と農業を担当

時所￥ 定応em
平
成
24
年
度　

第
１
回
「
市
民
環
境
講
座
」
を
開
催
し
ま
す

講師：中日新聞論説委員　　飯尾 歩氏のプロフィール
いい   お　あゆみ

環
境
問
題
っ
て
な
に
？

〜
く
ら
し
に
身
近
な
環
境
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
〜

昨
年
度
の
ご
み
処
理
実
績
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

平成23年度　ごみ処理経費の内訳

【廃棄物処理手数料(可燃ごみ)】
　クリーンセンターに搬入されたごみの処理手数料
【資源物売却収入】
　資源回収日などに集められた古紙や金属類の売却収入
【廃棄物処理手数料(不燃ごみ・粗大ごみ)】
　鳥原埋立処分場に搬入されたごみの処理手数料
【そのほか】
　各種許可手数料や財産収入など

そのほか
38万円

廃棄物処理手数料
（可燃ごみ）
2,929万円

廃棄物処理手数料
（不燃ごみ・粗大ごみ）

451万円

資源物売却収入
1,268万円

【中間処理費】
　可燃ごみの焼却経費（クリーンセンターの運転や設備の維持管理費
　など）、再生処理の委託費、不燃ごみを破砕処理する経費など
【人件費】
　一般職員や臨時職員の給与、保険など
【収集運搬費】
　家庭から出た可燃ごみ・資源・不燃ごみなどを収集運搬する経費
【最終処分費】
　焼却灰や不燃ごみを埋め立て処理する経費や、埋立処分場の
　水処理施設の維持管理費など
【そのほか】
　生活環境委員報酬、資源回収報奨金、生ごみ処理器等補助金など

歳入
4,688万円

歳出
6億7,429万円

最終処分費
4,751万円

人件費
1億783万円

そのほか
1,669万円

収集運搬費
7,886万円

中間処理費
4億2,338万円

うち可燃ごみ焼却経費
4億1,321万円
再正処理委託費
1,017万円

平成23年度　家庭ごみの内訳

家庭系ごみ総量
１３，０６２t

粗大ごみ
368t（2.8％）

不燃ごみ
392t（3.0％）

資源
2,744t
（21.0％）

有害ごみ
28t（0.2％）

可燃ごみ
9,530t（73.0％）
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我
ら
が
母
校
再
発
見

〜
校
歌
を
聴
い
て
あ
な
た
は
何
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
〜

　
学
校
の
向
か
い
側
に
は
、
奥
平
貞
俊

が
築
城
し
た
と
言
わ
れ
る
川
尻
城
址

（
通
称
城
山
）
が
あ
り
ま
す
。
貞
俊
は

後
に
亀
山
城
を
築
き
、
そ
の
後
６
代
目

貞
昌
（
信
昌
）
が
長
篠
の
戦
い
で
名
を

は
せ
ま
し
た
。

　
こ
の
川
尻
城
址
の
頂
上
か
ら
見
え
る

の
ど
か
な
田
園
風
景
の
中
に
、
新
城
東

高
校
作
手
校
舎
が
あ
り
ま
す
。

　
３
年
前
か
ら
、
こ
の
作
手
校
舎
（
当

時
は
作
手
高
校
）
と
連
携
し
て
中
高
一

貫
教
育
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。
学

習
面
で
は
数
学
、
英
語
の
授
業
を
毎
週

１
回
、
国
語
、
社
会
、
理
科
、
体
育
の

授
業
を
年
１
回
程
度
、
両
校
の
先
生
が

移
動
し
て
行
い
ま
す
。
行
事
面
で
は
、

お
互
い
の
体
育
大
会
や
文
化
祭
に
参
加

し
合
い
ま
す
。
部
活
動
で
は
、
弓
道
部

や
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
の
生
徒
が
行
き
来

し
て
、
合
同
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

賓
の
方
々
に
感
動
を
与
え
て
い
ま
す
。

生
徒
数
が
減
り
つ
つ
あ
る
中
、
生
徒
は

合
唱
の
伝
統
を
守
ろ
う
と
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
７
年
度
か
ら
取
り
組
ん

で
い
る
「
和
太
鼓
」
も
、
５
月
の
古
城

ま
つ
り
、
11
月
の
作
手
ま
つ
り
で
披
露

し
、
伝
統
に
な
っ
て
い
ま
す
。
卒
業
し

て
か
ら
も
、
地
元
の
和
太
鼓
ク
ラ
ブ
で

活
躍
す
る
生
徒
も
い
ま
す
。

　

全
校
生
徒
が
一
緒
に
活
動
す
る
の

は
、
部
活
動
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
昼
休
み
は
ラ

ン
チ
ル
ー
ム
に
全
校
生
徒
と
教
師
が
一

堂
に
会
し
て
の
給
食
タ
イ
ム
で
す
。
テ

ー
ブ
ル
の
班
分
け
に
も
工
夫
を
凝
ら

し
、
毎
月
席
替
え
を
し
て
交
流
で
き
る

時
間
を
作
っ
て
い
ま
す
。

NO.21 校歌をめぐる物語

　　
作
手
中
学
校
は
、
作
手
地
区
の
中
心

部
に
位
置
す
る
作
手
地
区
唯
一
の
中
学

校
で
す
。
４
つ
の
小
学
校
区
か
ら
な

り
、
南
部
の
生
徒
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、

北
部
の
生
徒
は
Ｓ
バ
ス
を
利
用
し
て
通

学
し
て
い
ま
す
。

　
標
高
７
１
９
㍍
の
巴
山
と
７
２
８
㍍

の
獅
子
ヶ
森
の
麓
に
あ
り
、
校
庭
の
西

側
を
巴
山
か
ら
姉
川
が
流
れ
て
い
ま

す
。
　
校
歌
は
、
昭
和
39
年
度
の
新
築
開
校

の
際
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
学
校
の
教

育
目
標
に
、
校
歌
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
織

り
込
ん
で
「
笑
顔
・
真
顔
の
元
気
な
学

校
〜
友
愛
・
研
修
・
気
魄
の
精
神
を
大

切
に
〜
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

 

学
校
で
は
、
各
学
年
１
学
級
の
特
長

を
生
か
し
て
、
共
に
助
け
あ
い
、
鍛
え

あ
っ
て
活
動
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
部
活
動
や
委
員
会
活
動

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
総
合
的
な
学
習

の
時
間
の
一
部
を
全
校
で
行
っ
て
い
ま

す
。
特
に
、
平
成
６
年
度
か
ら
取
り
組

ん
で
い
る
「
合
唱
」
は
、
市
の
合
唱
交

歓
会
で
も
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

卒
業
式
で
は
、
在
校
生
か
ら
卒
業
生
へ

贈
る
歌
、
卒
業
生
か
ら
在
校
生
へ
贈
る

歌
を
歌
い
、
出
席
さ
れ
る
保
護
者
や
来

　
作
手
校
舎
の
専
門
で
あ
る
農
業
分
野

で
は
、
サ
ギ
ソ
ウ
の
栽
培
を
３
年
間
通

し
て
指
導
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
湿
原
の
自
然
観
察
や
、
シ
イ
タ

ケ
の
菌
打
ち
作
業
も
学
ん
で
い
ま
す
。

　
高
校
生
の
活
動
す
る
姿
を
見
た
り
、

高
校
の
先
生
の
指
導
を
受
け
た
り
す
る

中
で
、
生
徒
は
お
互
い
に
刺
激
し
合

い
、
自
ら
学
び
考
え
る
姿
勢
を
身
に
付

け
て
い
き
ま
す
。
生
徒
が
自
ら
、
視
野

を
広
げ
た
学
習
や
活
動
へ
発
展
さ
せ
て

い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
学
校
で
は
、
昨
年
度
か
ら
「
郷
土
を

知
る
」
活
動
と
し
て
、
校
外
遠
足
の
日

を
11
月
に
設
け
ま
し
た
。
校
歌
に
あ
る

「
獅
子
ヶ
森
」
を
知
ら
な
い
生
徒
が
意

外
に
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
第
１
ポ
イ

ン
ト
を
獅
子
ヶ
森
、
第
２
ポ
イ
ン
ト
を

巴
山
と
し
、
出
発
し
ま
し
た
。
学
校
か

ら
獅
子
ヶ
森
へ
向
か
い
中
河
内
へ
下
り

る
、
そ
こ
か
ら
巴
山
に
登
り
、
下
っ
て

歴
史
あ
る
亀
山
城
址
を
通
り
学
校
に
も

ど
る
20
㌔
の
コ
ー
ス
を
、
全
校
生
徒
で

歩
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
北
部
に
あ
る
名
所
「
鳴

沢
の
滝
」
か
ら
出
発
し
、
旧
作
手
北

中
・
菅
守
小
校
舎
跡
の
あ
る
イ
モ
リ
山

へ
向
か
い
、
そ
こ
か
ら
南
へ
向
か
っ
て

せ
せ
ら
ぎ
エ
リ
ア
の
あ
る
涼
風
の
里
、

湿
原
の
あ
る
長
ノ
山
を
通
っ
て
学
校
に

至
る
20
・
５
㌔
の
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し

た
。
秋
の
紅
葉
の
中
、
起
伏
の
激
し
い

山
道
や
川
の
ほ
と
り
を
歩
き
続
け
、
生

徒
は
み
な
全
身
で
故
郷
の
自
然
を
満
喫

し
ま
し
た
。

　
「
郷
土
を
知
る
」

も
う
一
つ
の
活
動

と
し
て
、
10
月
の

作
中
祭
で
開
催
さ

れ
る
「
絆
講
座
」

が
あ
り
ま
す
。
地

元
の
方
を
講
師
に

招
い
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
達
人
の
技
を
学
ぶ
講
座
で
す
。
今

年
度
は
、
「
蒔
絵
」
「
写
真
」
「
手
芸

小
物
」
「
エ
コ
バ
ッ
グ
」
「
版
画
」

「
手
品
」
の
６
講
座
が
開
か
れ
、
生
徒

は
思
い
思
い
の
講
座
で
達
人
の
技
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
地
元
の
方
か
ら

学
ぶ
時
間
は
、
笑
顔
も
あ
り
、
真
剣
な

ま
な
ざ
し
も
あ
り
、
と
て
も
有
意
義
な

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

市
民
編
集
委
員
か
ら

　
母
校
の
校
歌
を
懐
か
し
く
見
直
し
ま

し
た
。
神
が
宿
る
と
言
わ
れ
る
獅
子
ヶ

森
や
巴
山
は
冬
に
な
る
と
雪
が
積
も

り
、
そ
の
姿
は
凛
と
し
て
美
し
く
、

「
久
遠
の
理
想
」
を
象
徴
し
て
い
る
か

の
よ
う
で
す
。
ち
な
み
に
、
獅
子
ヶ
森

の
ご
神
体
は
「
球
」
だ
そ
う
で
す
。

沿
革

　

明
治
22
年
、
作
手
地
区
に
作
手
第

一
、
第
二
、
第
三
中
学
校
が
開
校
し
、

翌
年
作
手
中
央
、
作
手
南
、
作
手
北
中

学
校
と
改
称
し
ま
し
た
。
昭
和
37
年
、

中
央
中
と
北
中
が
統
合
し
、
作
手
中
学

校
と
な
り
、
さ
ら
に
昭
和
49
年
に
南
中

と
統
合
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

学
校
の
特
色

　
近
く
に
あ
る
新
城
東
高
校
作
手
校
舎

と
連
携
型
中
高
一
貫
教
育
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

学
校
の
概
要

学年別生徒数今昔
学年
昭和24年
平成24年

1年
153人
25人

2年
147人
23人

3年
149人
30人

計
449人
78人

キ
ー
ワ
ー
ド
は
校
歌
か
ら

友
愛
の
精
神
～
助
け
合
い
鍛
え
合
う

気
魄
の
精
神
～
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

研
修
の
精
神
～
自
ら
学
び
考
え
る

作
手
中
学
校

作
手
中
学
校　
校
歌

　
　
　
　
　
作
詞　
山
本　
紫
水

　
　
　
　
　
作
曲　
永
見　
貞
三

一　
　
紫
に
お
う
巴
山

　
　
　
学
び
の
園
に
仰
ぎ
つ
つ

　
　
　
師
愛　
友
愛　
な
ご
や
か
に

　
　
　
あ
あ　
向
学
の
眉
あ
げ
て

　
　
　
三
年
の
月
日
励
み
ゆ
く

　
　
　
作
手
中
学
い
ざ
誇
れ

二　
　
不
断
に
直
澄
む
姉
川
の

　
　
　
清
き
流
れ
を
し
た
い
つ
つ

　
　
　
珠
と
は
ぐ
く
む
身
と
心

　
　
　
あ
あ　
た
ゆ
み
な
き
研
修
に

　
　
　
久
遠
の
理
想
目
指
し
ゆ
く

　
　
　
作
手
中
学
い
ざ
競
え

三　
　
み
ど
り
さ
や
け
き
獅
子
ヶ
森

　
　
　
平
和
の
郷
土
讃
え
つ
つ

　
　
　
古
武
士
の
気
魄
う
け
つ
ぎ
て

　
　
　
あ
あ　
明
日
担
う
若
ざ
く
ら

　
　
　
明
る
く
強
く
育
ち
ゆ
く

　
　
　
作
手
中
学
い
ざ
謳
え

か
わ 

し
り 

じ
ょ
う 

し

さ
だ 

と
し

さ
だ 

ま
さ

の
ぶ 

ま
さ

し
ろ 

や
ま

●

301301

新城市歴史民俗資料館

稲場
川

作手総合支所

新城東高校
作手校舎

作手中学校

●

●

●

し　

  

し   

が  

も
り

き  

は
く

中高連携の授業

作中ウォーク

作中祭での合唱コンクール
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我
ら
が
母
校
再
発
見

〜
校
歌
を
聴
い
て
あ
な
た
は
何
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
〜

　
学
校
の
向
か
い
側
に
は
、
奥
平
貞
俊

が
築
城
し
た
と
言
わ
れ
る
川
尻
城
址

（
通
称
城
山
）
が
あ
り
ま
す
。
貞
俊
は

後
に
亀
山
城
を
築
き
、
そ
の
後
６
代
目

貞
昌
（
信
昌
）
が
長
篠
の
戦
い
で
名
を

は
せ
ま
し
た
。

　
こ
の
川
尻
城
址
の
頂
上
か
ら
見
え
る

の
ど
か
な
田
園
風
景
の
中
に
、
新
城
東

高
校
作
手
校
舎
が
あ
り
ま
す
。

　
３
年
前
か
ら
、
こ
の
作
手
校
舎
（
当

時
は
作
手
高
校
）
と
連
携
し
て
中
高
一

貫
教
育
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。
学

習
面
で
は
数
学
、
英
語
の
授
業
を
毎
週

１
回
、
国
語
、
社
会
、
理
科
、
体
育
の

授
業
を
年
１
回
程
度
、
両
校
の
先
生
が

移
動
し
て
行
い
ま
す
。
行
事
面
で
は
、

お
互
い
の
体
育
大
会
や
文
化
祭
に
参
加

し
合
い
ま
す
。
部
活
動
で
は
、
弓
道
部

や
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
の
生
徒
が
行
き
来

し
て
、
合
同
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

賓
の
方
々
に
感
動
を
与
え
て
い
ま
す
。

生
徒
数
が
減
り
つ
つ
あ
る
中
、
生
徒
は

合
唱
の
伝
統
を
守
ろ
う
と
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
７
年
度
か
ら
取
り
組
ん

で
い
る
「
和
太
鼓
」
も
、
５
月
の
古
城

ま
つ
り
、
11
月
の
作
手
ま
つ
り
で
披
露

し
、
伝
統
に
な
っ
て
い
ま
す
。
卒
業
し

て
か
ら
も
、
地
元
の
和
太
鼓
ク
ラ
ブ
で

活
躍
す
る
生
徒
も
い
ま
す
。

　

全
校
生
徒
が
一
緒
に
活
動
す
る
の

は
、
部
活
動
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
昼
休
み
は
ラ

ン
チ
ル
ー
ム
に
全
校
生
徒
と
教
師
が
一

堂
に
会
し
て
の
給
食
タ
イ
ム
で
す
。
テ

ー
ブ
ル
の
班
分
け
に
も
工
夫
を
凝
ら

し
、
毎
月
席
替
え
を
し
て
交
流
で
き
る

時
間
を
作
っ
て
い
ま
す
。

NO.21 校歌をめぐる物語

　　
作
手
中
学
校
は
、
作
手
地
区
の
中
心

部
に
位
置
す
る
作
手
地
区
唯
一
の
中
学

校
で
す
。
４
つ
の
小
学
校
区
か
ら
な

り
、
南
部
の
生
徒
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、

北
部
の
生
徒
は
Ｓ
バ
ス
を
利
用
し
て
通

学
し
て
い
ま
す
。

　
標
高
７
１
９
㍍
の
巴
山
と
７
２
８
㍍

の
獅
子
ヶ
森
の
麓
に
あ
り
、
校
庭
の
西

側
を
巴
山
か
ら
姉
川
が
流
れ
て
い
ま

す
。
　
校
歌
は
、
昭
和
39
年
度
の
新
築
開
校

の
際
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
学
校
の
教

育
目
標
に
、
校
歌
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
織

り
込
ん
で
「
笑
顔
・
真
顔
の
元
気
な
学

校
〜
友
愛
・
研
修
・
気
魄
の
精
神
を
大

切
に
〜
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

 

学
校
で
は
、
各
学
年
１
学
級
の
特
長

を
生
か
し
て
、
共
に
助
け
あ
い
、
鍛
え

あ
っ
て
活
動
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
部
活
動
や
委
員
会
活
動

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
総
合
的
な
学
習

の
時
間
の
一
部
を
全
校
で
行
っ
て
い
ま

す
。
特
に
、
平
成
６
年
度
か
ら
取
り
組

ん
で
い
る
「
合
唱
」
は
、
市
の
合
唱
交

歓
会
で
も
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

卒
業
式
で
は
、
在
校
生
か
ら
卒
業
生
へ

贈
る
歌
、
卒
業
生
か
ら
在
校
生
へ
贈
る

歌
を
歌
い
、
出
席
さ
れ
る
保
護
者
や
来

　
作
手
校
舎
の
専
門
で
あ
る
農
業
分
野

で
は
、
サ
ギ
ソ
ウ
の
栽
培
を
３
年
間
通

し
て
指
導
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
湿
原
の
自
然
観
察
や
、
シ
イ
タ

ケ
の
菌
打
ち
作
業
も
学
ん
で
い
ま
す
。

　
高
校
生
の
活
動
す
る
姿
を
見
た
り
、

高
校
の
先
生
の
指
導
を
受
け
た
り
す
る

中
で
、
生
徒
は
お
互
い
に
刺
激
し
合

い
、
自
ら
学
び
考
え
る
姿
勢
を
身
に
付

け
て
い
き
ま
す
。
生
徒
が
自
ら
、
視
野

を
広
げ
た
学
習
や
活
動
へ
発
展
さ
せ
て

い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
学
校
で
は
、
昨
年
度
か
ら
「
郷
土
を

知
る
」
活
動
と
し
て
、
校
外
遠
足
の
日

を
11
月
に
設
け
ま
し
た
。
校
歌
に
あ
る

「
獅
子
ヶ
森
」
を
知
ら
な
い
生
徒
が
意

外
に
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
第
１
ポ
イ

ン
ト
を
獅
子
ヶ
森
、
第
２
ポ
イ
ン
ト
を

巴
山
と
し
、
出
発
し
ま
し
た
。
学
校
か

ら
獅
子
ヶ
森
へ
向
か
い
中
河
内
へ
下
り

る
、
そ
こ
か
ら
巴
山
に
登
り
、
下
っ
て

歴
史
あ
る
亀
山
城
址
を
通
り
学
校
に
も

ど
る
20
㌔
の
コ
ー
ス
を
、
全
校
生
徒
で

歩
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
北
部
に
あ
る
名
所
「
鳴

沢
の
滝
」
か
ら
出
発
し
、
旧
作
手
北

中
・
菅
守
小
校
舎
跡
の
あ
る
イ
モ
リ
山

へ
向
か
い
、
そ
こ
か
ら
南
へ
向
か
っ
て

せ
せ
ら
ぎ
エ
リ
ア
の
あ
る
涼
風
の
里
、

湿
原
の
あ
る
長
ノ
山
を
通
っ
て
学
校
に

至
る
20
・
５
㌔
の
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し

た
。
秋
の
紅
葉
の
中
、
起
伏
の
激
し
い

山
道
や
川
の
ほ
と
り
を
歩
き
続
け
、
生

徒
は
み
な
全
身
で
故
郷
の
自
然
を
満
喫

し
ま
し
た
。

　
「
郷
土
を
知
る
」

も
う
一
つ
の
活
動

と
し
て
、
10
月
の

作
中
祭
で
開
催
さ

れ
る
「
絆
講
座
」

が
あ
り
ま
す
。
地

元
の
方
を
講
師
に

招
い
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
達
人
の
技
を
学
ぶ
講
座
で
す
。
今

年
度
は
、
「
蒔
絵
」
「
写
真
」
「
手
芸

小
物
」
「
エ
コ
バ
ッ
グ
」
「
版
画
」

「
手
品
」
の
６
講
座
が
開
か
れ
、
生
徒

は
思
い
思
い
の
講
座
で
達
人
の
技
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
地
元
の
方
か
ら

学
ぶ
時
間
は
、
笑
顔
も
あ
り
、
真
剣
な

ま
な
ざ
し
も
あ
り
、
と
て
も
有
意
義
な

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

市
民
編
集
委
員
か
ら

　
母
校
の
校
歌
を
懐
か
し
く
見
直
し
ま

し
た
。
神
が
宿
る
と
言
わ
れ
る
獅
子
ヶ

森
や
巴
山
は
冬
に
な
る
と
雪
が
積
も

り
、
そ
の
姿
は
凛
と
し
て
美
し
く
、

「
久
遠
の
理
想
」
を
象
徴
し
て
い
る
か

の
よ
う
で
す
。
ち
な
み
に
、
獅
子
ヶ
森

の
ご
神
体
は
「
球
」
だ
そ
う
で
す
。

沿
革

　

明
治
22
年
、
作
手
地
区
に
作
手
第

一
、
第
二
、
第
三
中
学
校
が
開
校
し
、

翌
年
作
手
中
央
、
作
手
南
、
作
手
北
中

学
校
と
改
称
し
ま
し
た
。
昭
和
37
年
、

中
央
中
と
北
中
が
統
合
し
、
作
手
中
学

校
と
な
り
、
さ
ら
に
昭
和
49
年
に
南
中

と
統
合
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

学
校
の
特
色

　
近
く
に
あ
る
新
城
東
高
校
作
手
校
舎

と
連
携
型
中
高
一
貫
教
育
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

学
校
の
概
要

学年別生徒数今昔
学年
昭和24年
平成24年

1年
153人
25人

2年
147人
23人

3年
149人
30人

計
449人
78人

キ
ー
ワ
ー
ド
は
校
歌
か
ら

友
愛
の
精
神
～
助
け
合
い
鍛
え
合
う

気
魄
の
精
神
～
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

研
修
の
精
神
～
自
ら
学
び
考
え
る

作
手
中
学
校

作
手
中
学
校　
校
歌

　
　
　
　
　
作
詞　
山
本　
紫
水

　
　
　
　
　
作
曲　
永
見　
貞
三

一　
　
紫
に
お
う
巴
山

　
　
　
学
び
の
園
に
仰
ぎ
つ
つ

　
　
　
師
愛　
友
愛　
な
ご
や
か
に

　
　
　
あ
あ　
向
学
の
眉
あ
げ
て

　
　
　
三
年
の
月
日
励
み
ゆ
く

　
　
　
作
手
中
学
い
ざ
誇
れ

二　
　
不
断
に
直
澄
む
姉
川
の

　
　
　
清
き
流
れ
を
し
た
い
つ
つ

　
　
　
珠
と
は
ぐ
く
む
身
と
心

　
　
　
あ
あ　
た
ゆ
み
な
き
研
修
に

　
　
　
久
遠
の
理
想
目
指
し
ゆ
く

　
　
　
作
手
中
学
い
ざ
競
え

三　
　
み
ど
り
さ
や
け
き
獅
子
ヶ
森

　
　
　
平
和
の
郷
土
讃
え
つ
つ

　
　
　
古
武
士
の
気
魄
う
け
つ
ぎ
て

　
　
　
あ
あ　
明
日
担
う
若
ざ
く
ら

　
　
　
明
る
く
強
く
育
ち
ゆ
く

　
　
　
作
手
中
学
い
ざ
謳
え

か
わ 

し
り 

じ
ょ
う 

し

さ
だ 

と
し

さ
だ 

ま
さ

の
ぶ 

ま
さ

し
ろ 
や
ま

●

301301

新城市歴史民俗資料館

稲場
川

作手総合支所

新城東高校
作手校舎

作手中学校

●

●

●

し　

  

し   

が  

も
り

き  

は
く

中高連携の授業

作中ウォーク

作中祭での合唱コンクール



市内の交通事故状況市内の交通事故状況

募
の
人
求
と
し
探
事
仕
お
　

い
さ
だ
く
用

。

。
す
で
料
無
てべ
す
め
た
の
関

方
る
い
て
し
探
を
事
仕
お

望
希
接
面、
談
相
の
事
仕
　

歴
履、
介
紹
の
へ
者

・
書

歴
経

方
き
書
の
類
書
種
各
ど
な
書

ス
イ
バ
ド
ア

る
い
て
し
を
集
募
の
人
求

ど
な
社
会
　
　
　
　
　
　
　

求、
み
込
し
申
の
集
募
人
求
　

談
相
る
す
関
に
件
条
人

22 -  

0
6
1
1

区

件

死傷者（人）

死　者 負傷者 計

11 

月 

中

累
計
11

在
現
末
月

分
人身
事故
件数

物損
事故
件数

23年

24年

増減

23年

24年

増減

24

40

16

255

231

－24

0

2

2

2

2

0

28

45

17

309

292

－17

28

47

19

311

294

－17

103

119

16

1193

1071

－122

城
新

取り扱い求人数 Job placem
ent office SH

IN
SH

IR
O

平成24年度　親子交通安全標語　優秀作品

「あぶないよ
　　ふとみた けいたい
　　　　　　じこのもと」

児 童 相 談

一 般 健 康 相 談

こ こ ろ の 健 康 相 談

すこやか相談（育児相談）

教 育 相 談

登 記 法 律 相 談

法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

身体障害者福祉相談

新 城 市 福 祉 相 談 会

女性悩みごと電話相談

男性悩みごと電話相談

消 費 生 活 相 談

勤 労 者 生 活 相 談

若年者向け就職相談

人 権 行 政 相 談

年 金 相 談

無 料 住 宅 耐 震 相 談

毎週月～金曜日 （要予約）

１／７㈪ 午前９時（要予約）

１／７㈪ 午前10時（要予約）

１／10㈭ 午前９時30分～10時30分（母子健康手帳持参）

毎週月～金曜日 午前９時～午後５時（要予約）

１／10㈭ 午前10時～午後３時　※７日㈪ 正午までに要予約

１／25㈮ 午前10時～午後３時　※22日㈫ 正午までに要予約

１／９㈬、23日㈬ 午後１時～４時（要予約）

１／４㈮ 午後１時～４時

１／16㈬ 午後１時～４時

１／15㈫ 午後１時～４時

１／11㈮ 午後１時～４時

１／９㈬ 午前10時～正午

１／11㈮ 、25㈮ 午前10時30分～午後２時30分

１／17㈭ 午後６時～８時

１／８㈫、15日㈫、22日㈫、29日㈫
午後１時～４時  受付は３時30分まで

１／16㈬ 午前10時～午後４時　※正午～午後１時は休憩

１／11㈮ 午後１時～４時

１／８㈫ 午後１時～４時

１／16㈬ 午後１時～４時

１／22㈫ 午前10時～午後３時　※年金の代理請求は委任状必要

１／19㈯ 午前９時～正午（要予約）

新城設楽児童相談センター

各保健センター

鳳来保健センター

鳳来保健センター

市民体育館教育相談室

勤労青少年ホーム

作手開発センター

しんしろ福祉会館相談室

しんしろ福祉会館相談室

鳳来開発センター相談室

社会福祉協議会作手センター

しんしろ福祉会館相談室

しんしろ福祉会館相談室

秘 書 広 報 課

秘 書 広 報 課

勤労青少年ホーム

勤労青少年ホーム

豊川市役所北庁舎4階市民相談室

市民体育館第1会議室

鳳来開発センター

勤労青少年ホーム

都 市 計 画 課

新城設楽児童相談センター

新 城 保 健センター

作手保健センター

新城保健センター

新城保健センター

学 校 教 育 課

司 法 書 士 会

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

社会福祉協議会作手センター

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

フ リ ー ダ イ ヤ ル

フ リ ー ダ イ ヤ ル

商 工 課

商 工 課

豊川市役所商工観光課

市 民 保 険 課

鳳来総合支所地域振興課

市 民 保 険 課

都 市 計 画 課

23-7366

23-8551

37-2839

23-8551

23-8551

23-7652

22-4076

23-5618

23-5618

38-1481

23-5618

23-5618

0120-874-412

0120-874-412

23-7634

23-7634

0533-89-2140

23-7628

32-1983

23-7625

23-7640

※
平
成
24
年
10

在
現
末
月

2013.1広報しんしろ 22

相 談 名 と 　 き と こ ろ 申 し 込 み ・ 問 い 合 わせ

（新城幼稚園　丹羽 春陽）

● ● ● ●● ● ● ●各 種 相 談1月の

介
・
護
看

護…
…

営
・
売
販

業…
…

　
　
　
事

務…
…

　
　
　
製

造…
…

全 
職 

種 

計…
…

110
人

59
人

25
人

80
人

598
人

2013.1広報しんしろ23
※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

全面広告
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募
の
人
求
と
し
探
事
仕
お
　

い
さ
だ
く
用

。

。
す
で
料
無
てべ
す
め
た
の
関

方
る
い
て
し
探
を
事
仕
お

望
希
接
面、
談
相
の
事
仕
　

歴
履、
介
紹
の
へ
者

・
書

歴
経

方
き
書
の
類
書
種
各
ど
な
書

ス
イ
バ
ド
ア

る
い
て
し
を
集
募
の
人
求

ど
な
社
会
　
　
　
　
　
　
　

求、
み
込
し
申
の
集
募
人
求
　

談
相
る
す
関
に
件
条
人

22 -  

0
6
1
1

区

件

死傷者（人）

死　者 負傷者 計

11 

月 

中

累
計
11

在
現
末
月

分
人身
事故
件数

物損
事故
件数

23年

24年

増減

23年

24年

増減

24

40

16

255

231

－24

0

2

2

2

2

0

28

45

17

309

292

－17

28

47

19

311

294

－17

103

119

16

1193

1071

－122

城
新

取り扱い求人数 Job placem
ent office SH

IN
SH

IR
O

平成24年度　親子交通安全標語　優秀作品

「あぶないよ
　　ふとみた けいたい
　　　　　　じこのもと」

児 童 相 談

一 般 健 康 相 談

こ こ ろ の 健 康 相 談

すこやか相談（育児相談）

教 育 相 談

登 記 法 律 相 談

法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

身体障害者福祉相談

新 城 市 福 祉 相 談 会

女性悩みごと電話相談

男性悩みごと電話相談

消 費 生 活 相 談

勤 労 者 生 活 相 談

若年者向け就職相談

人 権 行 政 相 談

年 金 相 談

無 料 住 宅 耐 震 相 談

毎週月～金曜日 （要予約）

１／７㈪ 午前９時（要予約）

１／７㈪ 午前10時（要予約）

１／10㈭ 午前９時30分～10時30分（母子健康手帳持参）

毎週月～金曜日 午前９時～午後５時（要予約）

１／10㈭ 午前10時～午後３時　※７日㈪ 正午までに要予約

１／25㈮ 午前10時～午後３時　※22日㈫ 正午までに要予約

１／９㈬、23日㈬ 午後１時～４時（要予約）

１／４㈮ 午後１時～４時

１／16㈬ 午後１時～４時

１／15㈫ 午後１時～４時

１／11㈮ 午後１時～４時

１／９㈬ 午前10時～正午

１／11㈮ 、25㈮ 午前10時30分～午後２時30分

１／17㈭ 午後６時～８時

１／８㈫、15日㈫、22日㈫、29日㈫
午後１時～４時  受付は３時30分まで

１／16㈬ 午前10時～午後４時　※正午～午後１時は休憩

１／11㈮ 午後１時～４時

１／８㈫ 午後１時～４時

１／16㈬ 午後１時～４時

１／22㈫ 午前10時～午後３時　※年金の代理請求は委任状必要

１／19㈯ 午前９時～正午（要予約）

新城設楽児童相談センター

各保健センター

鳳来保健センター

鳳来保健センター

市民体育館教育相談室

勤労青少年ホーム

作手開発センター

しんしろ福祉会館相談室

しんしろ福祉会館相談室

鳳来開発センター相談室

社会福祉協議会作手センター

しんしろ福祉会館相談室

しんしろ福祉会館相談室

秘 書 広 報 課

秘 書 広 報 課

勤労青少年ホーム

勤労青少年ホーム

豊川市役所北庁舎4階市民相談室

市民体育館第1会議室

鳳来開発センター

勤労青少年ホーム

都 市 計 画 課

新城設楽児童相談センター

新 城 保 健センター

作手保健センター

新城保健センター

新城保健センター

学 校 教 育 課

司 法 書 士 会

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

社会福祉協議会作手センター

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

フ リ ー ダ イ ヤ ル

フ リ ー ダ イ ヤ ル

商 工 課

商 工 課

豊川市役所商工観光課

市 民 保 険 課

鳳来総合支所地域振興課

市 民 保 険 課

都 市 計 画 課

23-7366

23-8551

37-2839

23-8551

23-8551

23-7652

22-4076

23-5618

23-5618

38-1481

23-5618

23-5618

0120-874-412

0120-874-412

23-7634

23-7634

0533-89-2140

23-7628

32-1983

23-7625

23-7640

※

平
成
24
年
10

在
現
末
月

2013.1広報しんしろ 22

相 談 名 と 　 き と こ ろ 申し込み・問い合わせ

（新城幼稚園　丹羽 春陽）

● ● ● ●● ● ● ●各 種 相 談1月の

介
・
護
看

護…
…

営
・
売
販

業…
…

　
　
　
事

務…
…

　
　
　
製

造…
…

全 

職 

種 

計…
…

110
人

59
人

25
人

80
人

598
人

2013.1広報しんしろ23
※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

全面広告



◆第22回◆

武田勝頼が渡った小松ヶ瀬

　

早
朝
か
ら
始
ま
っ
た
設
楽
原

の
決
戦
。
多
く
の
負
傷
者
や
戦

死
者
を
出
し
つ
つ
も
、
一
進
一

退
の
攻
防
が
設
楽
原
で
は
繰
り

広
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

時
が
経
つ
に
つ
れ
て
、
武
田

軍
は
戦
死
者
が
増
え
、
退
却
を

考
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

◆
武
田
勝
頼
の
決
断

　

勝
頼
は
武
田
軍
の
総
大
将
と

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
決
断
を
し

ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
最
も
難

し
く
、
辛
い
決
断
は
退
却
だ
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

戦
い
の
様
子
を
見
な
が
ら
、

こ
れ
以
上
、
戦
い
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
を
考
え
た
上
で

の
判
断
で
し
た
。
戦
い
が
始
ま

っ
て
か
ら
、
６
時
間
ぐ
ら
い
た

っ
た
正
午
ご
ろ
だ
と
伝
え
ら
れ

広
報
し
ん
し
ろ

平
成
25
年
1
月
号

発
行
　
新
城
市
役
所
・
編
集
　
秘
書
広
報
課
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1
3
9
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愛
知
県
新
城
市
字
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入
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0
5
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7
6
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0
5
3
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て
い
ま
す
。

　

今
と
は
違
い
、
無
線
や
携
帯

電
話
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
ら
、
大
き
な
音
が
出
る

も
の
、
例
え
ば
、
ほ
ら
貝
や
太

鼓
、
銅
鑼
な
ど
で
、
全
軍
退
却

の
命
令
を
全
軍
に
伝
え
ま
す
。

　

こ
の
瞬
間
か
ら
、
今
ま
で
以

上
に
激
し
い
戦
い
が
始
ま
っ
て

い
き
ま
す
。

◆
逃
げ
る
武
田
軍
、追
う
連
合
軍

　
設
楽
原
か
ら
長
篠
に
か
け
て
、

戦
死
者
を
弔
う
た
め
の
石
碑
が

あ
ち
こ
ち
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

石
碑
は
戦
い
で
命
を
落
と
し
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
場
所
に
建

て
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
場
所

を
丹
念
に
調
べ
て
い
く
と
、
主

戦
場
と
な
っ
た
連
吾
川
沿
い
に

た
く
さ
ん
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

設
楽
原
か
ら
離
れ
た
場
所
に
も

石
碑
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

気
づ
き
ま
す
。

　

真
田
信
綱
、
真
田
昌
輝
兄
弟

は
連
吾
川
か
ら
、
山
を
一
つ
越

え
た
場
所
に
石
碑
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
馬
場
信
房
に
至
っ
て

は
設
楽
原
か
ら
か
な
り
離
れ
た

場
所
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
武
将
は
、
設
楽
原
か

ら
退
却
す
る
際
に
討
ち
死
に
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

退
却
す
る
武
田
軍
を
連
合
軍

は
追
撃
し
ま
す
。
武
田
軍
も
連

合
軍
も
必
死
で
す
。
激
し
い
戦

い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
そ

ん
な
中
、
馬
場
信
房
は
勝
頼
を

安
全
に
退
却
さ
せ
る
た
め
に
、

自
ら
の
も
と
に
敵
を
引
き
寄
せ
、

討
ち
死
に
し
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

連
合
軍
の
激
し
い
追
撃
が
続

い
て
い
き
ま
す
が
、
武
田
軍
の

必
死
の
抵
抗
に
連
合
軍
に
も
お

び
た
だ
し
い
負
傷
者
、
戦
死
者

が
出
て
き
ま
し
た
。
信
長
は
こ

れ
以
上
の
戦
死
者
を
出
す
こ
と

を
嫌
い
、
追
撃
中
止
を
命
令
し

ま
す
。
多
く
の
戦
死
者
を
出
し

た
長
篠
・
設
楽
原
の
戦
い
は
こ

の
命
令
に
よ
っ
て
終
わ
り
ま
す
。

◆
武
田
勝
頼
の
退
路

　

設
楽
原
を
無
事
に
脱
出
し
た

武
田
勝
頼
は
甲
斐
国
を
目
指
し

て
退
却
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

一
説
に
は
只
持
の
辺
り
で
寒

狭
川
を
渡
っ
た
と
言
わ
れ
、
そ

の
後
、
田
峯
城
を
目
指
し
ま
す
。

勝
頼
は
田
峯
城
に
入
ろ
う
と
し

ま
す
が
、「
武
田
、
敗
れ
る
」
の

情
報
を
得
た
田
峯
城
は
勝
頼
の

入
城
を
拒
み
ま
す
。
や
む
な
く
、

勝
頼
は
武
節
城
ま
で
落
ち
延
び

て
い
き
ま
す
。

　
こ
こ
で
一
息
つ
い
た
勝
頼
は
、

途
中
、
家
臣
の
高
坂
弾
正
と
合

流
し
、
甲
斐
国
に
戻
っ
て
い
き

ま
す
。

【 退却戦と追撃戦 】【 退却戦と追撃戦 】

～武田勝頼の退路～～武田勝頼の退路～

さ
な
　
　
だ

ぶ
　
　
せ 

つ  

じ
ょ
う

か
　
　  

い   

の 

く
に

ど
　
　
ら

の
ぶ 

つ
な

の
ぶ 

ふ
さ

ば
　
　
ば

ま
さ 

て
る

こ
う 

さ
か

だ
ん 

じ
ょ
う


	01
	表紙
	市長・議長 新年のあいさつ
	緊急医
	こんにちは赤ちゃん・市政番組表
	ニューススポット
	お知らせ information
	お知らせ保健
	ほのか診察室
	しみんのトビラ
	まちの話題
	エコとぴっくす
	我らが母校再発見[作手中学校]
	各種相談
	ティーズチャンネル
	歴史秘話　第22回

	02
	03
	04
	05
	06
	07
	08
	09
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18
	19
	20
	21
	22
	23
	24

